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金融 庁 で は 、 平 成 27 事務 年 度 より 、 金融 行政 が 何 を 目指 すか を 明確 に する と と も に 、 そ 
の 実現 に 向け 、 い か な る 方 針 で 金融 行政 を 行っ て いく か を 、 毎 年 「 金 融 行政 方 針 」 と し て 公 
表し て いる 。 各 事務 年 度 、 こ れ に 基づく 行政 を 実施 する と と も に 、PDCA サイ クル を 強く 意識 
し 、 そ の 進捗 状況 や 実績 等 を 継続 的 に 評価 し 、 現 状 分 析 や 問題 提起 等 と あわ せ 、「 金 融 レ 
ポー ト 」 と し て 公表 し た 上 で 、 こ れ を 翌 事 務 年 度 の 金融 行政 方 針 に 反映 させ て いる 。 

「 平 成 29 事務 年 度 金融 行政 方 針 」 は 、 こ うし た PDCA サイ クル を 踏ま え 、 平 成 29 事務 
年 度 に いか な る 方 針 で 金融 行政 を 行っ て いく か を 、 整 理 ・ 公 表す る も の で ある 。 


I. 金融 行政 運営 の 基本 方 針 


金融 と は 、 身 体 を めぐ る 血液 の よう な も の で あり 、 資 金 が 適切 に 供給 され て いく こと で 、 経 
済 成長 や 国民 の 生活 の 向上 が 図ら れる 。 

金融 店 は 、① 金 融 ン シス テム の 安定 / 金 融 仲 介 機 能 の 発揮 、② 利 用 者 保護 / 利 用 者 利便 、 
③ 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 / 市 場 の 活力 の それ ぞ れ を 両立 させ る こと を 通じ 、 企業 ・ 経 済 の 持 
続 的 成長 と 安定 的 な 資産 形成 等 に よる 国民 の 厚生 の 増大 を 目指 すこ と が 人 金融 行政 の 目標 
で ある 旨 を 明確 に し て いる 。 

こう し た 目標 が 、 単 な る 標語 で は な く 、 職 員 が 常に これ を 意識 し て 業務 運営 に 携わる よう 、 
行動 基準 と し て の 定着 を 図っ て いく 。 





I. 金融 当局 ・ 金 融 行政 運営 の 改革 


(1) 金融 庁 の 改革 


金融 を 取り 巻く 内 外 の 環境 が 急激 に 変化 する 中 に お いて 、 金 融 レ ステ ム の 健全 性 を 維 
持 し 、 金 融 が 企業 ・ 経 済 の 持続 的 成長 と 安定 的 な 資産 形成 等 に よる 国民 の 厚生 の 増大 
に 継続 的 に 貢献 し て いく た め に は 、 金 融 行政 の 質 も 不断 に 向上 させ て いく 必要 が ある 。 

その た め 、「 国 益 」 の た め に 働く 金融 庁 職員 の 姿勢 、 金 融 行 政 の 意思 決定 、 組 織 ・ 機 構 
等 に つい て 、 以 下 の 改革 を 行う 。 いずれ の 改革 に お いて も 、 その 実効 性 を 確保 する た め 
に は 、 ま ず は 金融 庁 職員 の 行動 が 変わ る 必要 が ある こと か ら 、 人 事 改 革 、 な か ん ずく 人 
事 評価 の 改革 を 金融 庁 改革 の 中 核 と し て 位置 づけ る 。 























! Plan (計画 ) 一 Do (実行 ) つ Check ( 評 1 
て 、 業 務 の 継続 的 な 改善 を 促す 手法 。 


j) 一 Act (改善 ) の 4 段階 を 繰り 返す こと に よっ 


























① 組織 文化 (カル チャ ー) の 変革 


(7) 「 国 益 」 を 基本 と し た 行動 の 実現 

国家 公務 員 と し て 最も 重要 な こと は 、「 国 民 の た め 、 国益 の た め に 働く 」 こ と で ある 。 
他方 、 現 実に は 、「 省 益 を 優先 する 」、「 事 な か れ 主 義 」 と いっ た 行動 も 見 られ る 。 

金融 店 に お いて は 、2012 年 に 「 金 融 店 職員 の あり 方 」 を 作成 し 、「 省 益 を 追わ ず 、 国 
益 を 追う 」、「 前 向き な 失敗 は 、 良 し と する 」 と いっ た 、 職 員 が 持つ べき 心構え を まとめ た 
が 、 作成 か ら 5 年 を 経る うち に 形骸 化し 、 実 効 性 が 伴っ て いな い 。 こ の た め 、「 国 民 の た 
め 、 国益 の た め に チャ レン ジ し 、 行 動 し て いる か 」 を 最も 重要 な 項目 と し て 人 事 評価 に 
お いて 反映 させ る な ど 、 日 々 の 業務 に お いて 「 国 民 」「 国 益 」 を 意識 し た 行動 の 定着 を 図 
る 。 


(?) 職員 の 資質 の 向上 


こう し た 心構え の みな ら ず 、 職 員 の 具体 的 な 資質 の 向上 も 必要 で ある 。 

・ 多様 化 ・ 複 雑 化し 、 か つ 、 急 速 に 変化 する 行政 課題 に 的 確 に 対応 し て いく た め 、 適 
切な 課題 (アジ ェ ン ダ ) を 設定 で き 、 そ れ を 実現 する 力 の ある リー ダー の 育成 が 必要 
で ある 。 こ の た め 、 年 功 序列 に 囚われ な い 能 力 主 義 の 任用 を 進め る と と も に 、 各 職 
階 に 求め られ る 能力 (コン ピ テ ン シ ー) を 定め 、 職 員 が 目指 すべ き 姿 を 明確 化す る 。 

・ また 、 行 政 課 題 が 変化 すれ ば 、 業 務 に 求め られ る 専門 性 も 変化 する 。 し た が っ て 、 
金融 店 全体 の 人 材 ポ ボート フォ リオ も 、 こ うし た 変化 に 的 確 に 対応 で きる よう 、 多様 な 
スキ ル や 経歴 を 有する 人 材 の 集合 体 と し て 高い 専門 性 を 確保 し て いる こと が 求め ら 
れる 。 こ の た め 、 最 先端 の 知見 を 常に 組織 に 取り 入れ る べく 、 専門 家 育 成型 の 任用 
等 に よる 内 部 人 材 の 能力 向上 に 努め る と と も に 、 外部 専門 人 材 の 積極 的 な 登用 を 
図る 。 


⑨⑰) 金融 庁 で 働く 充実 感 の 向上 


職員 の 満足 度 の 低い 組織 は 良い 成果 を 残せ な い 。 こ の 意味 に お いて 、 職 員 が 仕事 
へ の や り が い ・ 幸 せ を 感じ られ る 職場 づく り は 、 金 融 庁 の 組織 文化 (カル チャ ー) の 変革 
の 当然 の 前 提 と な る 。 こ の た め 、 上 記 ( ア ) 及び ( イ ) の 取組 み に 加 え 、 人事 当 局 が 職員 
と 将来 の キャ リア パス に つい て 継続 的 に 対話 を 重ね る こと 等 に より 、 職 員 が 自ら の 人 
材 価 値 の 向上 を 意識 し な が ら 日 々 の 業務 に 取り 組み 、 職 業 人 (プロ フェ ッ シ ョ ナル ) と し 
て の 成長 に つなげ る こと を 支援 する 。 

また 、 ど れ だ け 長 く < 働い た か (イン ブ プット) で は な く 、 ど れ だ け 成 果 を 挙げ た か (アウ ト 
カム ) を 重視 する こと に より 、 出来 る だ け 和 柔軟 な 働き 方 を 認め つつ 、 生 産 性 を 向上 させ 、 
斬新 な 発想 や 活発 な 議論 が 湧き 出る 職場 環境 を 構築 する 。 

この た め 、 超 過 勤 務 の 縮減 や 業務 の 効率 化 等 を 通じ し 、 ワ ー ク ライ フ バ ラン ス を 推進 
する と と も に 、 能力 主義 成果 主義 を 重視 し 、「 頑 張り 、 結 果 を 出し た 人 」 が 正当 に 評価 


され る よう 、 多面 的 な 人 事 評 価 を 行う 。 


これ ら に つい て は で きる も の か ら 順 次 実施 に 移す 。 そ の 際 、 諸 施策 の 実効 性 が 確保 
され る よう 、 外 部 の 視点 も 取り 入れ つつ 、 職 員 の 満足 度 を 定期 的 に 検証 し 、 不 十分 な 
点 を 改め 更 な る 改善 に つなげ て いく プロ セス を 確立 する 。 


② ガバ ナン ス の 改革 


人 材 の 多様 性 を 欠き 、 各 種 の 意思 決定 が 組織 内 部 に 長年 在籍 し た 者 だ け で 行わ れ 
る 組織 に お いて は 、 議 論 に 視野 の 広がり が 得 ら れず 、 自 己 ・ 現 状 育 定 的 な 行動 や 国益 
に 反し て 組織 を 守 ろ うと する 行動 が 採ら れる お それ が ある 。 

金融 行政 が 、 内 閣 、 担 当 大 臣 の 下 、 法 律 に 基づき 行わ れる と の 枠組 み の 中 で 、 金 融 
行政 の 執行 面 に お いて 、 有 識者 や 外部 か ら の 意見 や 提言 、 批 判 、 国 際 的 な 議論 が 金融 
行政 に 継続 的 か つ 的 確 に 反映 され る こと が 重要 で ある 。 


(7) こう し た 観点 か ら 、 ガ バナ ンス 面 で の 改革 と し て 、 以下 の 取組 み を 実施 する 。 

・ 独立 社外 取締 役 が 重要 な 役割 を 果たし 優れ た ガバ ナン ス を 構築 し て いる 先進 
的 な 民間 企業 を 一 つの 手 本 と し て 、 政 策 評 価 有 識者 会 議 の 運営 を 改め 、 現 在 
実施 し て いる 政策 評価 に 加え 、 人 金融 全体 を 全 蘭 し た 観点 か ら 、 人 金融 行政 と し て 
新た に 取り 組む べき 重要 な 課題 に つい て の 議論 を 定期 的 に 実施 する 。 
地域 金融 や 監督 ・ 検 査 の あり 方 、 コ ー ポ レー ト ガ バナ ンス 等 の 各 分 野 に お ける 
個別 の 課題 に つい て 、 各 種 有 識者 会 議 等 を 更に 活用 し 、 外 部 有識者 の 意見 が 
継続 的 に 行政 に 反映 され る 枠組 み を 確保 する 。 
業務 改善 と ガバナンス に 通 暁 し た 専門 家 に よる 、 金 融 機関 及び 金融 店 職員 等 
へ の ヒア リン グ 等 を 通じ た 金融 行政 に 対す る 外部 評価 を 毎年 実施 し 、 検 査 ・ 監 
普 な どの 金融 行政 の 質 の 向上 に つなげ る 。 


(?) 金融 機関 や 金融 サー ビス の 利用 者 等 と の 対話 を 促進 する 。 また 、 金 融 機関 な ど 
が 金融 行政 に 対し て 率直 か つ 不 安 な く 批判 や 要望 を 言え る よう 、 金融 行 政 モニ ター 
制度 や 各種 サポ ー ト デス ク 、 金 融 機関 か ら の 相談 対応 の 一 層 の 充実 を 図る 。 

⑨⑰) 外部 か ら 様 々 な 意見 ・ 批 判 が 入る 前 提 と し て 、 行 政 の 透明 性 が 高く 、 金融 行政 の 
考え 方 等 が 国民 に 広く 分 か りや すく 公開 され て いる こと が 必要 で ある 。 そ の た め 、 
金融 庁 と し て の 考え 方 や 各種 課題 に 関す る 分 析 等 を 様々 な 形 で 公表 し 、 情報 発信 を 
更に 進め て いく 。 


③ 組織 の 見 直し 


金融 行政 が 直面 する 課題 に 的 確 に 対応 し て いく た め 、 金 融 庁 の 組織 に つい て 、2018 
年 夏 を 目途 に 、 以 下 の 観 点 か ら 見 直し を 行う 。 


金融 行政 全 体 去 俯 隔 L、 例 元 人 SDGs* の よう な 新た に 出現 する テー マ も 常に 視野 に 
入れ つつ 、 全 店 的 な 金融 行政 の 戦略 立案 や 総合 調整 を 行う 機能 を 強化 する 。 加え 
て 、 金 融 シ ステ ム 全 体 の リス ク や 業態 横断 的 な 課題 に 対応 する た め 、 市 場 分 析 や IT、 
リス ク 管 理 等 の 専門 分 野 別 チー ム の 機能 を 強化 する 。 (総合 政策 局 ) 

フィ ン テ ッ ク や 技術 の 進展 等 の 環境 変化 に 応じ た 制度 等 の 企画 能力 を 一 層 強 化す 
る と と も に 、 人 金融 ・ 資 本 市 場 の 市 場 機能 等 の 更 な る 向上 に 向け た 取組 み を 強化 する 。 
(企画 市 場 局 ) 

金融 機関 と の 継続 的 な 対話 ・ 監 督 を より 効果 的 ・ 効 率 的 に 行う た め 、 検査 局 の 業態 
別 チ ー ム (オン サイ トモ ニタ リン グ ) と 監督 局 ( オ フサ イト モニ タリ ング ) を 一 体 化す る 。 


(監督 局 ) 


併せ て 、 上 記 の 組織 の 見 直し と と も に 、 各 部 局 の 業務 の あり 方 に つい て も 不断 に 見 直 
し を 進め て いく 。 


(2) 検査 ・ 監 督 の あり 方 の 見 直し 





金融 庁 は 、 不 良 債権 処理 や 利用 者 保護 上 の 問題 の 解消 と いっ た 発足 当初 の 優先 課 
題 に 対応 する た め 、 個 別 の 資産 査定 や 法令 等 遵守 状況 の 事後 的 な チェ ッ ク を 中 心 と し た 
検査 ・ 監 督 手法 を 確立 し た 。 し か し 、 金 融 行政 を 取り 巻く 環境 や 優先 課題 が 変わ る 中 で 、 
従前 の 手法 で は 金融 行政 の 目標 は 十分 に 達成 で き な く な っ て きた 。 

金融 庁 は 、4 年 前 か ら 、 金 融 機関 の 将来 に わた る 健全 性 の 確保 に 重点 を 置く 一 方 で 、 
個別 の 資産 査定 に つい て は 原則 と し て 金融 機関 の 判断 を 尊重 し 、「 事 業 性 評価 」 に 基 づ 
く 融 資 へ の 転換 を 促進 する こと 等 に 取り 組み 、 そ の 考え 方 を 金融 行政 方 針 等 で 逐次 示し 
て きた 。 こう し た 新しい 手法 の 浸透 定着 を 図る た め 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 の 見 直し の 全体 
像 を 十分 に 整理 され た 形 で 提示 する 必要 が ある 。 

そこ で 、2016 年 8 月 に 「 金 融 モ ニタ リン グ 有 識者 会 議 」 を 設置 し 、 新 し い 検 査 ・ 監 督 の 目 
指す べき 方 向 や その た め に 対応 すべ き 課 題 に つい て 議論 が 行わ れ 、 そ の 結果 を 2017 年 
3 月 に 「 検 査 ・ 監 督 改 革 の 方 向 と 課題 - 金 融 モ ニタ リン グ 有 識者 会 議 報告 書 -」 と し て 整 
理 ・ 公 表し た 。 

当該 報告 書 を 踏ま を 、 以下 の 考え 方 に 立っ て 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 の 見 直し を 検討 し 
て いく 。 


① 金融 行政 の 基本 的 な 考え 方 
前 述 の と お り 、 金 融 行政 の 究極 的 な 目標 は 、「 企 業 ・ 経 済 の 持続 的 成長 と 安定 的 な 資 





























2 Sustainable Development Goals (持続 可能 な 開発 目標 )。2015 年 9 月 の 国連 サミ ッ ト で 採択 さ 
れ た 「 持 続 可 能 な 開発 の た め の 2030 アデ ジェ ンダ 」 に 記載 され た 2016 年 か ら 2030 年 まで の 国際 










































































産 形 成 等 に よる 国民 の 厚生 の 増大 」 と 位置 づけ られ る こと か ら 、 検 査 ・ 監 督 は 、 そ の 目 
標 の 達成 に 効果 的 に 寄与 し て いく こと が 求め られ る 。 その 際 、 金 融 ン シス テム の 安定 と 金 
融 仲介 機能 の 発揮 の 両立 、 利 用 者 保護 と 利用 者 利便 の 両立 、 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 と 
市 場 の 活力 の 両立 を 図る こと が 必要 で ある 。 

し か し 、 従 前 の 手法 を 機械 的 に 反復 する 場合 に は 、「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 へ の 集中 の 問 
題 を 惹起 する 。 金融 を 取り 巻く 環境 変化 に 適切 に 対応 し 、 金 融 行政 の 目標 を 実現 する た 
め 、 金 融 行政 の 視野 を 、「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 か ら 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 へ と 広げ て いく 。 


・ 形 式 か ら 実質 へ : 最低 基準 (ミニ マム ・ ス タン ダー ド ) が 形式 的 に 守ら れ て いる か で 
は な く 、 実 質 的 に 良質 な 金融 サー ビス の 提供 や リス ク 管 理 等 が で 
き て いる か (ベス ト ・ プ ラク ティ ス ) 

・ 過 去 か ら 未来 へ : 過去 の 一 時 点 の 健全 性 の 確認 で は な く 、 将来 に 向け た 健全 性 が 
確保 され て いる か 

・ 部 分 か ら 全 体 へ : 特定 の 個別 問題 へ の 対応 に 集中 する の で は な く 、 真 に 重要 な 問 
題 へ の 対応 が で き て いる か 


② 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 を 実現 する た め の ア プロ ー チ 


「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 の 観点 で の 検査 ・ 監 督 を 実施 し て いく 際 に は 、 ル ー ル と プリ ン シ プ 
ル の バラ ンス を 重視 し 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス の 追求 や 将来 を 見 据え た (フォ ワー ドル ッ キ 
ング ) 視点 を 持っ た 検査 ・ 監 督 へ と 見 直し て いく 。 


(7) ルー ル と プリ ン シ プ ル の バラ ンス 


金融 機関 が 対応 すべ き 項 目 だ け を チェ ッ ク リ スト と し て 示し 、 そ れ に 該当 し て いる か 
どう か を 機械 的 か つ 網 羅 的 に 確認 する ルー ル ベ ー ス の 検査 ・ 監 督 で は な く 、 金融 行 
の 目標 を 踏ま えた 考え 方 (プリ ン シ プ ル ) を 示し た 上 で 、 ル ー ル と プリ ン シ プ ル の バラ ン 
ス に 配慮 し つつ 、 各 金融 機関 の 自主 性 や 創意 工夫 を 尊重 し 、 よ り 良 い プ ラク ティ ス の 実 
現 を 目指 し た 議論 を 行う 。 


( イ ) 「 見 える 化 」 の 充実 


変化 が 加速 し て いる 今日 の 経営 環境 に お いて は 、 金 融 機関 は 、 最低 基 準 を 守る こと 
を 目指 す だ け で は 時 代 に 遅れ 、 最 低 基準 の 趣旨 すら 実現 で き な く な る 可能 性 が ある 。 
また 、 金 融 商 品 ・ サ ービス の 違い が 利用 者 か ら 見 え に く く 、 良質 な 商品 ・ サ ービス の 提 
供 に 向け た 競争 が 十分 に 働い て いな いと いっ た 間 題 も ある 。 金融 機関 が 顧客 に と っ て 
の 優れ た サー ビス の 提供 を 競い 合い 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス を 追求 する よう 促す た め 、 顧 
客 が 自ら の ニー ズ や 課題 解決 に 応え て くれ る 金融 機関 を 主体 的 に 選択 で きる よう 、 金 
融 機関 の 行動 や 取組 み の 「 見 える 化 」 を 進め て いく 。 

さら に 、 金融 機 関 が ど の よう な 方 針 に 基づき 、 具 体 的 に どの よう な 行動 を と っ て いる 
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か と いう 情報 提供 を 充実 させ て いく こと は 、 株 主 に よる ガバ ナン ス を より 良く 機能 させ て 
いく 上 で も 重要 で ある と 考え られ る 。 


(9) フォ ワー ドル ッ キ ング な 視点 


金融 機関 の 健全 性 が 損なわ れ た 場合 に 、 利 用 者 や 他 の 金融 機関 、 ひ いて は 経済 に 
大 き な コ スト を も た ら す こと に 鑑み 、 足下 の 最低 基準 の 遵守 状況 の 確認 だ け で な く 、 将 
来 に お いて 最低 基準 に 抵触 する 蓋然性 を 分 析 し 、 そ れ に 基づい た 対応 を 遅れ ず に 行う 、 
フォ ワー ドル ッ キ ング な 視点 で の 「 動 的 な 監督 」 に 取り 組ん で いく 。 


な お 、 従 来 より 実施 し て きた 各 金 融 機関 が 遵守 すべ き 最 低 基準 の 充足 状況 の 検証 
に つい て は 、 健 全 性 の 維持 、 利 用 者 保護 、 市場 の 公正 性 ・ 透 明 性 の 確保 の 観点 か ら 
今後 も 重要 で ある が 、 そ の 進め 方 を 「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 の 視点 に 偏っ た も の か ら 「 実 
質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 の 視点 を 重視 し た も の へ と 見 直し 、 問題 を 形式 的 に チェ ッ ク す る の で は 
な く 、 金融 機 関 等 の ガバ ナン ス や カル チャ ー を 含め た 根本 原因 に 遡っ て 分 析 し 、 そ の 
問題 の 本 質 的 な 解消 の た め に 必要 な 対応 を 行っ て いく 。 


③ 当局 の 態勢 整備 


実効 性 の ある 新しい 検査 ・ 監 督 を 実現 する た め に は 、 金 融 店 職員 が 金融 機関 の 実態 
や 問題 の 本 質 を 的 確 に 把握 する と と も に 、 様々 な 分 野 で の ベス ト ・ プ ラク ティ ス に つい て 
深い 知見 を 蓄積 する こと が 不可 欠 で ある 。 

この た め 、 財 務 局 を 含め 、 各 分 野 で 外部 人 材 の 積極 的 活用 も 含め た 専門 性 の 高い 人 
材 の 育成 ・ 確 保 を 行っ て いく 。 

また 、 新 し い 検 査 ・ 監 督 の 考え 方 に 沿っ た 対応 が 適時 適切 に 取ら れる よう 、 外部 有 識 
者 に よる チェ ッ ク 機 能 の 強化 を 含め 組織 の ガバ ナン ス を 強化 し た 上 で 、 金融 庁 側 の 思い 
込み な ど で 悪 し き 裁量 行政 に 陥ら な いよ うな 人 金融 機関 と の 対話 の 枠組 みや 、 金 融 行 
に 対し て 外部 か ら の 提言 ・ 批 判 が 反映 され る 仕組 み も 整え て いく 。 

新しい 検査 ・ 監 督 の 基本 的 な 考え 方 と 進め 方 が 金融 庁 の みな ら ず 財務 局 職 員 に も 十 
分 に 理解 され 、 実 際 の 検査 ・ 監 督 の 場 に お いて 一 貫 し て 実現 する よう 、 金融 庁 と 財務 局 
が 一 体 と な っ た 運営 体制 の 整備 に 取り 組む 。 


④ 今後 の 取組 み 


「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 に 重点 を 置い た 新しい 検査 ・ 監 督 を 実現 し て いく た め 、 金 融 機関 
の 検査 ・ 監 督 に 共通 する 考え 方 と 進め 方 を 整理 し た 「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 
(検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) 」 を 策定 し 、 今後 パブ リッ クコ メン ト に 付す 。 ま た 、 プ ルー デン ス 政 
策 、 コ ンプ ライ アン スリ スク 管理 、 金 融 仲介 機能 、TT ガ バナ ンス 等 の 個別 の 分 野 に つい て 、 
ディ スカ ッ シ ョ ン ・ ペ ー パ ー の 形 で 当局 と 金融 機関 この 間 の 対話 の 材料 を 今後 提供 し て 
いく 。 


(3) その 他 


① 許認可 等 の 審査 プロ セス の 効率 化 ・ 迅 速 化 ・ 透 明 化 


金融 庁 で は 、FinTech サポ ー ト デス ク や 金融 業 の 拠点 開設 サポ ー ト デス ク 、 FinTech 
実証 実験 ハブ な ど 、 新 規 参入 を 目指 す 事 業者 等 の 負担 の 軽減 に 資す る 施策 を 開始 し て 
お り 、 こ うし た 取組 み を 更に 進め て いく 。 この ほか 、 法 令 等 に 基づく 申請 等 に 関し て 、 財 
務 局 も 含め て 、 金 融 機関 この コミ ュ ニ ケー ショ ン の 強化 に よる 早期 の 論点 の 絞込み や 過 
剰 な 資料 提出 要求 の 防止 に 努め 、 許 認可 等 の 審査 プロ セス の 効率 化 ・ 迅 速 化 ・ 透 明 化 
を 一 層 進 め て いく 。 


② 効率 的 ・ 効 果 的 な モニ タリ ング の 環境 整備 


モニ タリ ング 等 に お ける IT 技術 の 更 な る 活用 な ど 、 金 融 庁 及び 金融 行政 の 改革 に 対 
応 し た 金融 庁 に お ける 中 長期 的 な IT 戦略 を 検討 し 、 よ り 効 率 的 か つ 効 果 的 な モニ タリ ン 
グ を 推進 する 。 

また 、 金 融 庁 に お いて 各部 署 が 収集 し て いる 各種 情報 (イン テリ ジェ ンス 情報 を 統合 
的 に 管理 し 、 従 来 以 上 に 問題 の 未然 防止 や 早期 解決 に 向け た 、 多面 的 ・ 複 線 的 な 活用 
を 行う 。 









































に と ど ま ら ず 、 他 の 事案 の 処理 に お いて も 有用 と 考え られ る 情報 。 
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亚 . 金融 上 の 課題 の 包括 的 検討 





金融 庁 で は 、 こ れ ま で 国民 の 安定 的 な 資産 形成 や 金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 な ど に 向 
け て 、 様 々 な 施策 を 進め て きた 。 これら の 施策 に つい て 、 適 切 に 政策 評価 を 行い 、① 一 定 
の 成果 が あっ た も の は 次 の 段階 に 進め 、② ま だ 取組 み が 緒 に 就 い た ば か り の 施策 は 継続 
し 、③ 思 わし い 成 果 が あがっ て いな いも の は 、 何 が 障害 に な っ て いる か を 掘り 下げ 、 障 害 の 
除去 と 、 更 に 前 進 す る た め の 方 策 を 検討 し 、④ 必 要 性 が 低下 し た も の は 、 縮 小 又は 取り や 
め る 、 と いう 対応 を 機動 的 に 行っ て いく 。 


他方 、 金 融 を 巡る 環境 の 変化 等 に 伴い 新た な 課題 が 絶え ず 出 現す る 。 例え ば 、 フ ィ ン テ 
ッ ク の 発展 に より 、 顧 客 の ニー ズ に 合わ せ て 金融 ・ 非 金融 サー ビス を 組み 合わ せ て 提供 す 
る 動き な ど が 広がり つつ あり 、 こ うし た イノ ベー ショ ン を 阻害 し な い 規制 の あり 方 が 求め られ 
る 。 また 、 金 融 機関 の 足下 の 財務 状況 に 問題 は な く と も 、 低 金利 環境 の 継続 や 人 口 減少 に 
より 本 業 の 収益 力 低下 が 続け ば 、 将来 的 に は 健全 性 に も 問題 が だ 生じ か ね な い 。 こ うし た 新 
た な 課題 の 中 に は 、 複 数 年 度 に わた り 継 続 的 に 検討 を 進め つつ 対応 し て いく 必要 が ある も 
の が 存在 する 。 


また 、 こ うし た 検討 を 行う 上 で は 、 金 融 が 様々 な 主体 に よる 経済 取引 の 大 宗 に 関連 する 
幅広 い 概念 で ある こと を 踏ま え 、 金融 庁 の 所 管 に と ら わ れず 、 国 全体 と し て 最適 な 資金 フロ 
一 (資金 供給 者 と 資金 需要 者 の ニー ズ の 最適 な マッ チン グ ) が 実現 し て いる か 、 ど うす れ ば 
より 良い 均衡 が 実現 する か と いっ た 観点 か ら 、 課 題 の 分 析 ( 市 場 機能 が 発揮 され て いる か 
等 ) と 政策 手段 の 提示 を 行っ て いく < 必要 が ある 。 


平成 29 事務 年 度 に お いて は 、 こ うし た 包括 的 な 検討 と と も に 、 後 述 の よう に 、 機 能 別 ・ 横 
断 的 な 法 体系 へ の 見 直し 、 退 職 世代 等 に 対す る 金融 業 の 貢献 、 企 業 年 金 等 の アセ ッ ト オ 
ー ナ ー の 専門 性 向上 に 向け た 支援 、 公 的 金融 と 民間 金融 の 望ま し い 関係 の あり 方 等 の 個 
別 課題 に 関す る 検討 に も 取り 組ん で いく 。 


これ ら の 取組 み に お いて は 、 政 策 評 価 有 識者 会 議 を は じ め 各 種 の 有識者 会 議 に お ける 
議論 や 外部 の 専門 家 や 研究 者 の 知見 を 活用 し な が ら 、 国民 経済 全体 と 金融 と の 関連 と い 
う 切 り 口 か ら 、 金 融 の 全体 像 に つい て 包括 的 (holistic) か つ 将 来 の 変化 も 見 据え て (forward 
-looking) 検証 し て いく 。 


IV. 国民 の 安定 的 な 資産 形成 に 資す る 金融 ・ 資 本 市 場 の 整備 





金融 庁 は 、 こ れ ま で 、 年金 資 産 を 含む 家計 の 安定 的 な 資産 形成 及び 投資 家 と 企業 と の 
対話 に よる 企業 価値 の 持続 的 向上 等 を 通じ 、 我が国 全体 の 資金 の 流れ を 最適 化 さ せる こ 
と を 目指 し 、 金 融 ・ 資 本 市 場 の 質 の 向上 に 向け て 取り 組ん で きた 。 具体 的 に は 、 つ みた て 
NISA の 導入 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 」 の 策定 、 機 関 投資 家 ( ア セッ ト オ ー ナ 
一 及び 運用 機関 ) 等 の 運用 ・ リ スク 管理 ・ ガ バナ ンス の 高度 化 、 ス チュ ワー ド シ ッ プ ・ コ ー ド 
や コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の 策定 や 改訂 等 の 各種 施策 を 実施 し て きた 。 

これ ら の 施策 に つい て は 一 定 の 成果 が 見 られ る が 、 金 融 ・ 資 本 市 場 全体 を 見 る と 、 家 計 
の 金融 資産 の 過半 を 現 預 金 が 占め て いる 状況 が 継続 し 、 我が国 の 家計 金融 資産 の 伸び 
が 米 英 に 比べ て 緩やか な も の に 留まっ て いる な ど 、 所 期 の 目的 が 必ず し も 十分 に 達成 され 
て いる と は 言い 難い 状況 に ある 。 

この た め 、 市 場 全体 と し て 質 の 高い サー ビス の 提供 を 図る と の 観点 か ら 、 凡 . で 記載 し た 
金融 上 の 課題 の 包括 的 検討 を 踏ま え 、 有 効 と 考え られ る 施策 を 引き 続き 強力 に 推し 進め て 
いく 。 その 際 、 資 金 の 最終 的 な 出し 手 で ある 家計 か ら の 負 託 を 受け 、 資 金 の 需要 者 で ある 
企業 、 そ の 間 に 存 在 する 金融 機関 や 機関 投資 家 、 市 場 の ゲー トキ ー バ パー の 役割 を 果たす 
者 等 が 、 そ れ ぞ れ 市 場 に お いて 期待 され る 機能 を 十分 に 発揮 し て いく こと を 目指 す 。 











1. 家計 の 安定 的 な 資産 形成 の 推進 と 顧客 本 位 の 業務 運営 





(1) 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 」 の 確立 と 定着 


2017 年 3 月 に 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 」 を 策定 し て お り 、 今 後 は 、 金 融 事 
業者 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 の 確立 ・ 定 着 に 向け て 、 金 融 機関 の 取組 み の 「 見 える 化 」 
を 促進 し て いく こと が 重要 で ある 。 

まず 、 民 間 の 第 三 者 的 な 主体 に よる 金融 機関 の 取組 み の 「 見 える 化 」 に つい て は 、 す 
で に 、 投 資 信託 の 信託 報酬 に 関す る 指標 が 開発 ・ 公 表 さ れる と いっ た 形 で 、 金 融 事 業者 
の 業務 運営 に 係る 評価 指標 の 開発 ・ 提 供 が 行わ れ て いる が 、 こ うし た 第 三 者 評価 が 、 客 
観 性 ・ 中 立 性 を 確保 する 形 で 行わ れ て いく よう 、 民間 の 取組 み を 促進 する 。 

また 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 」 の 策定 以降 、 多 く の 金 融 機関 が 同 原則 を 
採択 し て 取組 方 針 を 策定 し た が 、 今後 、 モ ニタ リン グ を 通じ 、 金融 機 関 の 取組 方 針 が 真 に 
顧客 本 位 の も の と な っ て いる か に つい て 確認 する 。 

モニ タリ ング を 通じ 、 金融 機関 が 顧客 に 対し 長期 的 に リス ク ・ 手 数 料 等 に 見 合っ た リタ 
ー ン を 提供 し て いる か な ど を 示す 、 金 融 機関 間 で 比較 可能 な KPI 等 の 公表 に よる 金融 機 
関 の 取 組み の 「 見 える 化 」 を 一 層 進 め る 。 こう し た KPI 等 の 公表 を 通じ て 、 単 純 な 手数 料 
引下げ 競争 で は な く 、 顧 客 本 位 の 良質 な 金融 商品 ・ サ ービス の 提供 に 向け た 金融 機関 
間 の 競争 を 促し て いく 。 モニ タリ ング で 把握 し た 結果 に つい て は 、 対 象 金融 機関 に フィ ー ド 
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バッ ク す る と と も に 、 全体 の 傾向 や 取組 事例 等 を と り ま と め て 公表 する 。 

さら に 、 多く の 金融 機関 は 多数 の 営業 担当 者 を 擁し 、 必 ず し も 顧客 本 位 で は な く 収益 を 
優先 し て 需要 を 掘り 起こ す ブ プッ シュ 型 の ビジ ネス モデ ル と な っ て いる と の 指摘 が ある が 、 
モニ タリ ング で は 、 金 融 機関 が 掲げ て いる 顧客 本 位 の 取組 方 針 に つい て 、 現 行 の 営業 体 
制 等 を 維持 し な が ら 実 現す る こと が 可能 か どう か に つい て も 、 必 要 な デー タ を 収集 し 、 分 
析 ・ 検 証する 。 


(2) 長期 ・ 積 立 ・ 分 散 投資 の 推進 


家計 の 安定 的 な 資産 形成 を 進め る うえ で 、 長 期 ・ 積 立 ・ 分 散 投資 の 定着 を 促し て いく こ 
と は 重要 で ある と 考え られ 、2018 年 1 月 か ら 開始 する つみ た て NISA を 幅広 く 普及 させ る 
た め の 取 組み を 行っ て いく 。 

投資 に 関心 の 薄い 層 に も 資産 形成 を 促し て いく た め に は 、 投 資 を 開始 する きっ か け を 
身近 な 場 で 得 ら れる よう な 環境 を 整え る こと が 望ま し いこ と か ら 、 職 場 単位 で つみ た て 
NISA の 普及 を 進め て いく 。 他 省 庁 ・ 地 方 自治 体 、 さ ら に は 民間 企業 に お ける 普及 も 視野 
に 、iDeCo( 個 人 型 確定 拠出 年 金 ) と の 連携 を 図り つつ 、 金 融 庁 に お いて 職場 つみ た て 
NISA を 導入 する 。 また 、 積 立方 式 で の 投資 を 契機 に 、 投資 に 関心 を 持っ た 層 に 対し て 身 
近 な 場 で 投資 教育 を 行う こと は 効果 的 で ある こと か ら 、 職 場 で の 活用 に 重点 を 置い た ビ 
デオ クリ ッ プ 教材 の 作成 な ど 、 職 場 つ みた て NISA の 導入 と 連携 し た 投資 教育 を 進め て いく 。 

また 、 つ みた て NISA の 普及 に 当たっ て は 、 ス マ ホ や タブ レッ ト を 情報 源 と する 若年 世代 
に 対し て も 効果 的 に 働き か け を 行う た め 、 新 た な 情報 発信 チャ ネル を 通じ た 取組 み を 進 
め る こと が 重要 で ある 。 こ の た め 、 投 資 初心 者 に と っ て 有益 な 意見 や 情報 を 発信 し て いる 
個人 ブロ ガー 等 と の 意見 交換 の 場 を 設け る ほか 、 ネ ッ ト メ ディ ア に 対し て も 的 確 に 情報 発 
信 を 行っ て いく 。 


(3) 退職 世代 等 に 対す る 金融 サー ビス の あり 方 の 検討 


世帯 主 が 60 歳 以上 の 世帯 が 家計 金融 資産 の 6 割 以上 を 保有 し 、 金 融資 産 の 他 に も 
住宅 ・ 宅 地 な どの 実物 資産 を 多く 保有 し て いる 状況 に ある 。 これ ら の 世帯 に つい て 、 住 宅 
ロー ン 等 を 控除 し た 金融 純資産 を 見 る と 、 1 千 万 円 に 届か な い 世 帯 が 半数 近く を 占め て 
いる 。 他方 、 ゆ と りあ る 暮らし を 送っ た 上 で さら に 多額 の 相続 財産 を 残せ る よう な 富裕 層 
も 存在 する 。 

退職 世代 等 の 置か れ て いる 状況 が 様々 で ある こと を 踏ま えて 考え て いく 必要 が ある が 、 
平均 寿命 の 延伸 傾向 が 続く 中 、 高 齢 者 が 、 長期 に わた っ て 不安 な く ゆ と りあ る 生活 を 維 
持 し て いく た め に は 、 そ れ ぞ れ の 状況 に 適し た 資産 の 運用 と 取崩し を 含め た 資産 の 有効 
活用 が 計画 的 に 行わ れる 必要 が ある と 考え られ る 。 
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また 、 高 齢 投資 家 の 保 護 に つい て は 、 こ れ ま で も 販売 会 社 に お ける 態勢 整備 が 進め ら 
es フィ ナン シャ ル ・ ジ ェ ロ ント ロジ ー( 金 融 老年 学 ) の 進展 も 踏ま え を 、 よ りき め 細 

か な 高齢 投資 家 の 保護 に つい て 検討 する 必要 が ある と 考え られ る 。 

我が国 の 高齢 化 率 は 世界 の 中 で も 最も 高い 水準 と な っ て お り 、 退 職 世 代 等 に 関す る 
取組 み が 重 要 な 課題 で ある こと か ら 、 退 職 世 代 の 金融 資産 の 運用 ・ 取 月 し を どの よう に 
行い 、 幸 せな 老後 に つなげ て いく か 、 金 融 業 は どの よう な 貢献 が で きる の か に つい て 、 外 
部 有識者 の 知見 も 活用 し つつ 、 検 討 を 進め る 。 








2. ガバ ナン ス 改 革 の 更 な る 推進 と 機関 投資 家 の 役 割 








ー ポ レー ト ガ バナ ンス 改革 に つい て は 、2014 年 の スチ ュ ワ ー ド シッ プ ・ コ ー ド 策定 (2017 
年 改訂 ) 、2015 年 の コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド 策定 な ど 、 各 般 の 施策 を 講じ 、 改 革 の 枠 
組み は 整っ て き て いる が 、 一 方 で 、 以 下 の よ うな 指摘 が な され て いる 。 


・ 経営 者 の 資本 コス ト に 対す る 意識 が 不 十 分 で ある こと か ら 、 経 営 環境 の 変化 に 応じ た 事 
業 選択 な どの 果断 な 経営 判断 が 行わ れ て いな い 。 

・ 現 預 金 が 積極 的 な 設備 ・ 研 究 開発 ・ 人 材 投資 な ど に 有効 に 活用 され て お ら ず 、 現 預金 
が 内 部 留保 と と も に 増加 し て いる 企業 も 多い 。 

・ 経営 環境 の 変化 に 対応 し た 先見 性 の ある 経営 判断 を 行え る CEO の 育成 ・ 選 任 に 向け た 
取組 み が 不 十分 で あり 、 社 外 取締 役 が 実効 的 に 機能 し て いな い 企 業 も 多い 。 

・ 事業 会 社 間 等 に お いて 政策 保有 株 式 の 縮減 が 進ん で お ら ず 、 そ の 原因 と し て 「 保 有 さ 
せ て いる 側 」 の 問題 が ある 。 

・ 運用 機関 に よる 企業 と の 対話 の 内 容 が 依然 と し て 形式 的 で あり 、 企業 に 「 気 づき 」 を も た 
ら す 例 は 限ら れ て いる 。 

・ 多く の アセ ッ ト オ ー ナ ー、 特 に 企業 年 金 等 に お いて 、 運 用 や 運用 機関 に 対す る モニ タリ ン 
グ の 担当 者 が 質 的 ・ 量 的 に 不足 し て お り 、 企業 年 金 に に る スチ ュ ワ ー ド シッ プ ・ コ ー ド の 
受入 れ も 少 な い 。 


こう し た 現状 を 踏ま え 、 改 革 の 「 形 式 」 か ら 「 実 質 」 へ の 深化 に 向け て 、「 ス チュ ワー ド シ ッ 
プ ・ コ ー ド 及び コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の フォ ロー アッ プ 会 議 」 に お いて 、 こ れ ま で の 
取組 み に よ り ガ バナ ンス 改革 が どこ まで 進捗 し て いる か を 検証 する 。 そ の 上 で 、 機 関 投 資 
家 と 企業 の 対話 を 通じ 、 中 長期 的 な 企業 価値 の 増大 に 向け た 経営 が 進む よう 、 対話 に お 
いて 重点 的 に 議論 する こと が 期待 され る 事項 等 に つい て の ガイ ダン ス を 策定 する 。 

その 際 、 ア セッ ト オ ー ナ ー に つい て は 、 そ の 専門 性 を 高め て いく こと が 重要 で ある 。 こ の 
た め 、 例 えば 、 企 業 年 金 に つい て は 、 母 体 企業 が 自社 の 企業 年 金 の 専門 性 を 高め る た め 
の 人 事 面 や 運営 面 で の 取組 み を 強化 する こと な ど が 期待 され る と ころ で あり 、 こ の た め の 
方 策 に つい て 検討 を 行う 。 
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3. 企業 と 投資 家 を つなぐ 適切 な 情報 開示 の 確保 








(1) 開示 


我が国 証券 市 場 の 活性 化 や 国民 の 安定 的 な 資産 形成 を 実現 する 観点 か ら 、 投 資 家 
の 投資 判断 に 必要 な 情報 を 十分 か つ 適時 に 分 か りや すく 提供 する こと や 、 建 設 的 な 対話 
に 資す る 情報 開示 を 促進 し て いく 必要 が ある 。 

この た め 、 企 業 情報 の 開示 ・ 提 供 の あり 方 に つい て 、 金 融 審議 会 に お いて 総合 的 に 検 
討 する 。 


(2) 会 計 監 査 


近 時 の 不正 会 計 事 案 な ど を 契機 と し て 、 会 計 監 査 の 信頼 性 確保 に 向け た 取組 み を 進 
め て きた 。 し か し な が ら 、 会 計 監 査 の 品質 を 向上 させ て いく 観点 か ら は 、2017 年 3 月 に 策 
定 さ れ た 監査 法人 の ガバ ナン ス ・ コ ー ド 等 を 踏ま えつ つ 監 査 法 人 が 自ら 監査 品質 の 向上 
に 向け た 取組 み を 強化 し て いく こと や 、 会 計 監 査 に 関す る 情報 提供 の 充実 に 向け た 取組 
みな ど を 進め て いく こと が 必要 で ある 。 こ の た め 、 以 下 の 取組 み を 進め る 。 

・ 会 計 監 査 の 透明 性 を 向上 させ て いく た め 、 監 査 報告 書 の 透明 化 に つい て 企業 会 計 審 
議会 で 検討 する と と も に 、 個別 の 監査 業務 に 関す る 監査 人 の 説明 の あり 方 を 含め 、 
会 計 監 査 に 関す る 情報 提供 の 充実 に つい て 検討 する 。 

・ 監査 法人 の ロー テー ショ ン 制 度 を 含め た 、 監査 人 の 独立 性 確保 等 の 方 策 に つい て 引 
き 続 き 調 査 す る と と も に 、 監 査 人 の 交代 ・ 引 継ぎ の 手続 等 に つい て 検討 する 。 

・ 監査 法人 の ガバ ナン ス ・ コ ー ド へ の 対応 が 監査 品質 の 向上 に つなが る よう 、 コ ー ド を 
踏ま えて 大 手 監 査 法人 等 が 構築 ・ 強 化し た 態勢 の 実効 性 を 検証 する 。 

・ IT を 活用 し た 監査 手法 の 導入 状況 等 の 把握 と グル ー プ 監査 の 状況 を 検証 する 。 

・ 監査 法人 に 対す る 公認 会 計 士 ・ 監 査 審査 会 の モニ タリ ング と 日 本 公認 会 計 士 協会 
品質 管理 レビ ュー の 効果 的 な 連携 を 図る 。 

・ 監査 監督 機関 国際 フォ ー ラ ム FIAR) 事 務 局 の 運営 支援 と 金融 機関 ・ 資 本 市 場 ・ 監 査 
法人 に 対す る 一 元 的 監督 当局 と し て の 金融 庁 の 知見 を 活か し た IFIAR の 議論 へ の 戦 
略 的 な 関与 と と も に 、IFIAR に お ける 国際 的 な 議論 の 国内 へ の 違 元 を 行う 。 

・ 引き 続き 、 公 認 会 計 士 試験 受験 者 の 裾野 拡大 の た め の 取 組み を 推進 する 。 
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(3) 会 計 基準 


国際 会 計 基準 審議 会 ((ASB) に お いて 、 国 際 会 計 基 準 (IFRS) の 取組 み が 概 ね 完了 し 
つつ ある 中 、 企業 会 計 基 準 委 員 会 (ASBJ) に お いて は 、 我が国 の 会 計 基準 を 国際 的 に 
整合 性 の ある 、 高 品質 な も の と し て いく 方 針 で あり 、 そ の 取組 み を 適切 に サポ ー ト する 必 
要 が ある 。 

この た め 、 引 き 続 き 、IFRS の 任意 適用 企業 の 拡大 促進 、IFRS に 関す る 国際 的 な 意見 
発信 の 強化 、 国 際 的 な 会 計 人 材 の 育成 に 向け た 取組 み を 推進 する と と も に 、 収 益 認識 
基準 の 策定 や 金融 商品 会 計 基 準 の 検討 等 の 日 本 基準 の 高 品質 化 に 向け た ASBJ の 取 
組み を サポ ー ト し て いく 。 





4. 金融 ・ 資 本 市 場 の 機能 向上 、 イ ン フ ラ の 頑健 性 確保 











我が国 の 金融 ・ 資 本 市 場 に つい て は 、 こ れ ま で 累 次 の 制度 改革 を 行っ て きた と ころ で あ 
る が 、 株 式 市 場 、 社 債 ・ ク レジ ッ ト 市 場 、 デ リバ ティ ブ 市 場 等 に つい て 、 市 場 機能 及び 金融 促 
介 機 能 等 の 観点 か ら 十 分 な 機能 が 発揮 され て いる か 点検 し 、 必 要 な 対応 を 行っ て いく 。 

その 際 、 資 本 市 場 の 活性 化 や 利便 性 向上 を 図る 観点 か ら 、 総 合 取引 所 の 実現 に 向け た 
取組 み 等 を 行う と と も に 、 取引 利便 の 向上 や 決済 リス ク の 削減 に 向け 、 決 済 期間 の 短縮 化 
(国債 :2018 年 5 月 か ら T 十 1、 株 式 等 :2019 年 4 月 又は 5 月 か ら T 十 2)* に つい て 、 引 き 続 
き 市 場 関係 者 の 取組 み を 促す 。 

この ほか 、 重 要 な 市 場 イ ン フ ラ で ある 決済 ・ 清 算 制 度 に つい て 、 店 頭 FX 市 場 を 含め 、 金 
融 シ ステ ム の 安定 性 確保 の 観点 か ら 十分 な も の と な る よう 、 必 要 な 対応 を 行っ て いく 。 











5. 市 場 監視 機能 の 強化 





(1) 現状 認識 及び 課題 認識 


市 場 の グロ ー バ ル 化 や 金融 技術 の 急速 な 進展 と いっ た 環境 変化 の 中 で 、 証 券 取引 等 
監視 委員 会 (監視 委 ) は 、 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 の 確保 に 向け 、 網 維 的 な 市 場 監視 ( 広 
く ) 、 機 動 的 な 市 場 監視 (早く ) 、 深 度 あ る 市 場 監視 (深く ) を 目標 に 、 以 下 の 取組 み を 進め 
て いく 。 




















“ 国債 の 決済 に つい て は 、 現 在 約定 日 か ら 2 日 後 (T 士 2) に 行わ れ て いる が 、 こ れ を T+ オ 1 化 
する こと 。 ま た 、 株 式 等 に つい て は 現在 の 工 十 3 を 工 十 2 化す る こと 。 
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(2) 具体 的 な 施策 


① 内 外 環 境 を 踏ま えた 情報 力 の 強化 


市 場 構造 が 急速 に 変化 する 中 、 問 題 の 未然 防止 ・ 早 期 発見 に つなげ る た め 、 従 来 の 
事後 チェ ッ ク 型 の 市 場 監視 に 止ま ら ず 、 マ クロ 的 な 視点 に 基づく 分 析 を 行う な ど 、 フ ォ ワ 
ー ド ルッ キン グ な か 市場 監視 を 行う 。 具体 的 に は 、 金融 市 場 等 の 情報 を 適時 に 収集 する ほ 
か 、 マ クロ 経済 環境 の 変化 に 伴う 上 場 企業 等 の 業績 や 株 価 へ の 影響 が 不 公正 取引 等 
の 潜在 的 リス ク と な り 得 る こと か ら 、 経 済 情勢 等 の 影響 を 受け や すい 業種 ・ 企 業 に 係る 
情報 収集 ・ 分 析 を 行い 、 検 査 ・ 調 査 に 活用 する 。 また 、 日 本 を 代表 する グロ ー バ ル 企 業 
の 開示 規制 違反 や 海外 子会社 の 管理 体制 の 不備 等 に 起因 し た 開示 規制 違反 の 発覚 を 
踏ま え 、 問題 を より 迅速 ・ 効 率 的 に 発見 ・ 抑 止 する た め 、 経 営 環境 の 変化 等 に 伴う 開示 
規制 違反 の 潜在 的 リス ク に 着目 し た 情報 収集 ・ 分 析 等 を 強化 する 。 

さら に 、 市 場 で 起こ っ て いる こと を 常に 注意 深く 把握 し 、 金融 イノ ベー ショ ン を 阻害 し な 
いよ う 留 意 し つつ も 、 新 し い 商品 ・ 取 引 や 監視 の 目 の 行き 届き に くい 商品 ・ 取 引 に 投資 家 
保護 上 問題 が ある 場合 に は 、 的 確 に 対応 し 市 場 監視 の 空白 を 作ら な い 取 組み を 行う 。 


② 迅速 か つ 効 果 的 ・ 効 率 的 な 検査 ・ 調 査 の 実施 


不 公正 取引 等 の 個別 事案 が 大 型 化 ・ 複 雑 化し て いる 中 、 課 徴 金 制度 を 積極 的 に 活用 
し 、 検 査 ・ 調 査 を 迅速 ・ 効 率 的 に 行う 。 クロ ス ボ ー ダ ーー 取引 に よる 違反 行為 に 対し て は 、 
当局 間 の 情報 交換 枠組 み 等 も 活用 し つつ 、 実 態 を 解明 し 、 適 切な 法 執 行 を 行う 。 

一 方 、 重 大 で 悪質 な 不 公正 取引 等 に つい て は 、 犯 則 調 査 の 権限 を 行使 し 、 関 係 機関 
と も 連携 の 上 、 的 確 に 刑事 告発 を 行う 等 、 厳 正 に 対応 する 。 


③ 深度 ある 分 析 の 実施 と 市 場 規 律 強化 に 向け た 取組 み 


検査 調査 で 法令 違反 等 が 認め られ た 場合 、 行政 処分 勧告 等 を 行う だ け で な く 、 問題 
の 全体 像 を 把握 の 上 、 根 本 原因 を 究明 ・ 指 摘 し 、 再 発 防止 を 図る 。 検査 調査 で 得 られ 
た イン テリ ジェ ンス 情報 は 適切 に 集約 ・ 分 析 し 、 監 視 業 務 全 般 に 多面 的 ・ 複 線 的 に 活用 
する 。 

また 、 市 場 の 構造 的 な 問題 を 把握 し 、 こ れ を 対外 的 に 情報 発信 する と と も に 関係 者 に 
改善 を 促す こと 等 を 通じ て 、 よ り 良 い 市 場 環境 の 整備 に 向け 、 積 極 的 な 真 献 を 行う 。 さ ら 
に 、 監 視 活動 を 通じ て 認識 され た 国際 的 な 連携 が 求め られ る 課題 に つい て は 、 二 国 間 
及び 証券 監督 者 国際 機構 OSCO) 等 の 多国 間 の 枠組 み に お ける 問題 提起 及び 問題 意 
識 の 共有 を 強化 する こと に よっ て 、 グ ロー バル な か 市場 監視 の 向上 に 貢献 する 。 
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④ IT 0 活用 (RegTech5) 及び 人 材 の 育成 


市 場 に お ける フィ ン テ ッ ク の 進展 な どの 構造 的 変化 に 対し 、 実 効 性 の ある 市 場 監視 を 
確保 する た め 、AI に よる デー タ 分 析 な ど IT を 活用 し た 新しい 市 場 監視 レシ ステ ム の 導入 に 
向け 検討 を 進め る 。 ま た 、IT の 高度 化 及 び デ ー タ の 大 容量 化 に 対応 する た め 、 検 査 ・ 調 
査 に お ける デジ タル フォ レン ジッ ク 技 術 % の 一 層 の 向上 及び シス テム 環境 の 高度 化 を 推 
進 する 。 

IT の 進展 等 を 背景 に 金融 取引 が ます ます グロ ー バ ル 化 、 複 雑 化 、 高 度 化す る 中 、 市 

電 監視 を 適切 に 行う た め の 高 度 な 専門 性 と 幅広 い 視点 を 持っ た 人 材 の 育成 に 取り 組む 。 


⑤ 国内 外 の 自主 規制 機関 等 と の 連携 


自主 規制 機関 、 海 外 当局 、 関 係 機関 ・ 団 体 等 と の 連携 を 一 層 強 化す る こと に 加え 、 市 
場 の 公正 性 ・ 透 明 性 確保 に 関連 する 関係 機関 ・ 団 体 等 の 市 場 関 係 者 (ステ ー ク ホル ダー) 
と の 間 で の 意見 交換 や 協 働 を 幅広 く 推進 し 、 全 体 と し て の 市 場 監視 機能 を 強化 する 。 


@ 高速 取引 の 実態 把握 等 


株 式 等 の 高速 取引 に 係る 登録 制 の 導入 を 受け 、 取 引 所 で は フラ ギン グ ' を 導入 する な 
どの 体制 整備 が 進め られ て いる 。 監視 要 と し て も 、 自 主 規制 機関 と 連携 し て 監視 体制 を 
整備 し 、 高 速 取引 に 係る 実態 把握 ・ 分 析 を 進め る と と も に 、 取引 審査 の 充実 ・ 強 化 を 図る 。 



































5 ここ で は 「 規 制 当局 ・ 法 執行 機関 に 関す る 情報 技術 革新 」 の 意味 で 使用 。 
? 電磁 的 デー タ の 証拠 保全 ・ 解 析 手 法 等 の 技術 。 
高速 取引 行為 者 に 対し 、 そ の 行う 取引 が 高速 取引 で ある 場合 に 、 高 速 取 引 で ある 旨 や 取引 戦略 
に つい て 取引 所 に 明示 させ る こと を い 2 う 。 
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V. 金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 健全 な 金融 レス テム の 確保 


平成 28 事務 年 度 の 金融 レポ ー ト で は 、 我が国 の 金融 シス テム の 現状 と 課題 と し て 、 金 融 
機関 の 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 と 、 世 界 的 な 経済 ・ 市 場 動 向 に 不 確 実 性 が ある 
中 で 適切 な リス ク 管 理 が 重要 で ある 点 を 指摘 し た 。 


内 外 の 金融 環境 を 見 渡す と 、 引 き 続 き 、 低 金利 環境 が 継続 し て お り 、 自然 利 子 率 の 低下 
に よる 低 金 利 環境 の 長期 化 の 可能 性 も 指摘 され 、 金 融 機関 の 経営 環境 は 厳し さ を 増 し て 
いる 。 加 えて 、 我 が 国 で は 世界 に 先駆 けた 人 口 の 減少 や 高齢 化 の 進展 等 の 構造 的 な 問題 
が 見 られ て いる 。 

この よう な 金融 環境 に あっ て 、 例 えば 、 預 金 取 扱 金融 機関 の 収益 は 、 貸 出 利 輌 や 有価 証 
券 利 輸 が 縮小 傾向 に あり 、 特に 、 こ の 1 年 に お いて マイ ナス 金利 等 に より 国内 の 銀行 業務 
の 収益 性 は 低下 し て いる 。 ま た 、 保 険 会 社 に お いて は 、 生産 年 齢 人 口 の 減少 等 に より 、 伝 
統 的 な 国内 保険 市 場 の 縮小 が 予想 され て いる 。 こ うし た 構造 的 な 変化 に 直面 し て いる 我 が 
国 金融 機関 に は 、 持 続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 が 課題 と な っ て いる 。 


他方 、 過 去 20 年 間 我 が 国 で 続い た 低 金 利 環境 が 反転 し 、 金利 が 上 昇 する 場合 、 特に 地 
域 金 融 機関 で 拡大 し て きた 有価 証券 運用 の リス ク が 顕在 化す る 可能 性 が ある 。 加え て 、 低 
金利 環境 の 継続 を 前 提 と し た 貸出 に つい て も 、 経 済 ・ 市 場 環 境 の 変化 に より 信用 コス ト が 
発生 する 可能 性 が ある 。 また 、 米 欧 で 金融 政策 の 正常 化 が 進む 中 、 レ バレ ッ ジ が 拡大 し て 
いる 民間 非 金 融 部 門 の 債務 支払 能力 の 悪化 や 、 不 動産 や ハイ イー ルド 債 等 の リス ク 性 資 
産 価格 の 変動 な ど 、 予 期 せ ぬ 経 済 ・ 市 場 の 変化 に 対し て も 、 そ の 健全 性 が 維持 され る よう 、 
我が国 の 金融 機関 に は 適切 な リス ク 管 理 が 求め られ て いる 。 この よう に 、 我が国 金融 シス 
テム は 、 低 金利 環境 の 継続 と 金利 上 昇 と いう 両方 向 の リス ク に 直面 し た 課題 を 抱え て い 
る 。 


さら に 、TT 技術 の 進化 や イノ ベー ショ ン の 進展 に より 金融 を 取り 巻く 競争 環境 が 構造 的 に 
変化 する 中 、 こ れ ま で 金融 機関 が 担っ て きた 金融 サー ビス が 分 化 さ れ ( ア ン バ ン ドリ ング ) 、 
非 金融 サー ビス と 組み 合わ せ た サ ービス が 提供 され る (リバ ンド リン グ ) な ど 、 顧客 情報 に 
根ざし た 新しい 金融 サー ビス の 提供 を 巡る 競争 が 激化 する 可能 性 が ある 。 この よう に 、 広 
範 な 店 舗 綱 や 巨大 な IT シス テム と いっ た 従来 の 競争 上 の 力 の 源泉 が 負 の レガ シー アセ ッ 
ト 化 する よう な 大 き な 環 境 変化 に 直面 し て いる 。 


金融 機関 に お いて は 、 以上 の よう な 構造 的 な 変化 や 環境 変化 に 対し て 、 遅 れず に 適切 
な 対応 を と る こと が で きる 、 質 の 高い ガバ ナン ス の 構築 が 重要 と な っ て いる 。 


規制 環境 に 目 を 移す と 、 世界 金融 危機 か ら 10 年 を 経て 、 危 機 再発 防止 の た め の 国 際 的 
な 規制 改革 は よう や く 完 成 し つ つ あ り 、 グ ロー バル な 金融 レス テム の 強 萌 性 の 向上 に 貢献 
し て いる 。 他方 で 、 一 部 項目 の 最終 化 の 遅れ が 規制 の 不 確 実 性 を も た らし て お り 、 ま た 、 各 
国 独 自 の 取組 み が 市 場 の 分 断 を も た ら す リス ク も 懸念 され て いる 。 さ ら に 、 世 界 の 金融 シス 
テム は 様々 な 新た な 課題 に 直面 し て お り 、 前 回 危機 の 再発 防止 に に ど ま ら な い グ ロー バル 
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な 取組 み が 必 要 と な っ て いる 。 加え て 、 我が国 金 融 機 関 の グ ロー バル な 活動 の 拡大 に 応じ 、 
これ に 伴う リス ク や 機会 に 対応 する 観点 か ら 、 当局 と し て も 、 国際 的 な 当局 間 の ネッ トワ ー 
ク ・ 協 力 を 強化 する こと が 重要 と な っ て いる 。 


以上 の よう な 観点 か ら 、 平 成 29 事務 年 度 に お いて は 、 特 に 次 項 以降 に 述べ る 対応 を 行 
っ て いく 。 


な お 、 グ ロー バル な 経済 ・ 市 場 環境 は 刻 一 刻 と 変化 し 、 そ こ か ら 新 た に リス ク が 生ま れる 
こと を 踏ま え 、 金 融 庁 と し て は 、 上 記 に 述べ た 事項 以外 に つい て も 、 経済 ・ 市 場 動向 や 金融 
機関 を 含む 市 場 参加 者 の 動向 等 を 精 頃 か つ リ アル タイ ム に 把握 し 、 金融 ン シス テム の 潜在 
的 リス ク や 将来 の 健全 性 に 課題 の ある 金融 機関 の 経営 課題 を フォ ワー ドル ッ キ ング に 分 
析 ・ 特 定 し た 上 で 、 必 要 な 対応 を 行っ て いく 。 








1. 預金 取扱 金融 機関 








(1) 地域 金融 機関 


① 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 


金融 庁 は 、 先 に 述べ た 上 厳し い 経営 環境 の 下 、 多 く の 地域 金融 機関 に と っ て 、 単 純 な 金 
利 競争 に よる 貸出 規模 の 拡大 に より 収益 を 確保 する こと は 現実 的 で は な く 、 持続 可能 な 
ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 組織 的 ・ 継 続 的 な 取組 み が 必 要 で ある 旨 発 信 し て きた 。 


こう し た 中 、 直近 の 2017 年 3 月 期 決算 で は 、 顧 客 向 け サ ービス 業務 (貸出 ・ 手 数 料 ビ 
ジネス ) か ら 得 られ る 利益 ' は 、 過 半数 の 地域 銀行 で マイ ナス と な っ て お り 、 今後 も 低 金 
利 環 境 の 継続 を 前 提 と する と 、 当該 利益 が マイ ナス に な る 金融 機関 が 年 々 増加 する こと 
が 予測 され る 。 


持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 取組 み が 進ま な い 場 合 、 足下 で は バラ ン 
スシ ー ト の 健全 性 に 問題 が な く と も 、 将 来 的 に 応 客 基盤 や 収益 基盤 が 損なわ れる こと で 
問題 が 生じ 、 そ の 結果 と し て 、 地 域 に お いて 十分 な 金融 仲介 機能 を 発揮 で きず 、 地 域 経 
済 や 利用 者 に 多大 な 悪影響 を 与え る こと に も な りか ね な い 。 

も と より 、 ビ ジネス モデ ル に 単 一 の ベス ト ・ プ ラク ティ ス が ある わけ で は な い が 、 地 域 條 
業 の 価値 向上 や 、 円 滑 な 新陳代謝 を 含む 企業 間 の 適切 な 競争 環境 の 構築 等 に 向け 、 
地域 金融 機関 が 付加 価値 の 高い サー ビス を 提供 する こと に より 、 安定 し た 顧客 基盤 と 収 
益 を 確保 する と いう 取組 み (「 共 通 価値 の 創造 」) は 、 よ り 一 層 重 要 性 を 増し て いる 。 


金融 庁 は 、 こ うし た 認識 の 下 、 こ れ ま で 、「 事 業 性 評価 」 に 基づく 融資 や 本 業 支援 の 促 




















* 顧客 向け サー ビス 業務 利益 三 貸出 残高 ぶ 預 貸金 利回り 差 十 役 務 取 引 等 利益 一 営業 経費 























進 、「 企 業 ヒ アリ ング ・ ア ン ケ ー ト 調査 」 の 実施 (「 日 本 型 金融 排除 」 の 実態 把握 を 含む ) や 、 
「 金 融 仲 介 機能 の ベン チマ ー ク 」(2016 年 9 月 策定 ・ 公 表 ) 等 の 客観 的 な 指標 を 活用 し た 
自己 評価 や 開示 の 促進 な ど に 取り 組ん で きた と ころ で ある 。 


他方 、 顧 客 で ある 地域 企業 を みる と 、 厳し い 経 営 環境 に 直面 する 中 で 、 経 営 改 善 や 事 
業 再生 、 事 業 承継 等 が 必要 な 企業 が 多数 存在 し て いる 。 こ うし た 地域 企業 の 中 に は 、 例 
えば 、 ど の よう な 経営 計画 ・ 戦 略 を 描き 、 そ れ を どの よう に に 実現 し 、 そ の 実現 の た め に は 
どの よう な 人 材 を 確保 すれ ば よい の か 、 ま た 、 適 切な が ファ イナ ンス と は 何 か 、 な ど が 分 か 
ら ず 、 自 身 の 価値 向上 が 実現 で き て いな い 先 も 多い と 考え られ る 。 また 、 企 業 ア ン ケ ー ト 
調査 の 結果 に よれ ば 、 地 域 銀行 は 、 総じて 、 こ うし た 企業 へ の 金融 仲介 の 取組 み が 不 
十分 で ある な ど 、「 日 本 型 金融 排除 」 が 生じ て いる 可能 性 が 須 わ れ た 。 


地域 企業 の 真 の 経営 課題 を 的 確 に 把握 し 、 そ の 解決 に 資す る 方 策 の 策定 及び 実行 
に 必要 な アド バイ ス や 資金 使途 に 応じ た 適切 な ファ イナ ンス (短期 継続 融資 、 メ ザ ニ ン 等 
の 資本 性 資金 、 公 的 金融 と の 協調 等 を 含む ) の 提供 、 必 要 に 応じ た 経営 人 材 等 の 確保 
と いっ た 支援 を 組織 的 ・ 継 続 的 に 実践 し 、 地 域 企業 の 適切 な 競争 環境 の 実現 に 取り 組 
むこ と が 、 ひ いて は 自身 の 持続 可能 な が ビジネ スモ デル の 構築 に つなが る 地域 金融 機関 
は 多い と 考え られ る 。 


持続 可能 な が ビジネ スモ デル の 構築 に 当たっ て は 、 地 域 金融 機関 の 経営 者 に 高い 経営 
能力 が 求め られ る 中 、 不 確か な 経営 環境 の 改善 を 期待 し 将来 起こ りう る 課題 を 認識 で き 
て いな い 、 若しくは 、 課 題 を 認識 で き て いな が ら も 具体 的 な 取組 み を 見 出せ て いな い 経 
営 者 が 少な か ら ず 存在 する な ど 、 ガ バナ ンス の 発揮 に 課題 が 認め られ る 。 


以上 の よう な 認識 の 下 、 ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 に 課題 が 認め られ る 地域 金融 
機関 の 課題 解決 に 向け た 自主 的 な 対応 の 促進 、 金 融 仲介 を 客観 的 に 評価 で きる 共通 
の 指標 群 の 設定 と それ を 活用 し た 深度 ある 対話 ・「 見 える 化 」 の 促進 な ど を 重点 施策 と し 
て 取り 組ん で いく 。 その 際 、 地 域 金融 機関 に 対す る 継続 的 な モニ タリ ング や 対話 の 充実 
に 向け て 、 金融 庁 と 財務 局 が 一 体 と な っ た 運営 体制 の 整備 に 取り 組む 。 


(7) 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 対応 


a) ビジ ネス モデ ル の 持続 可能 性 等 に 課題 が 認め られ る 地域 金融 機関 の 中 で も 、 特 
に 、 深 刻 な 問題 を 抱え て いる 地域 金融 機関 に 対し て は 、 バ ラン スシ ー ト の 健全 性 
に 大 き な 問題 が 生じ て いな い 今 の うち に 、 検査 を 実施 し 、 経 営 課題 を 特定 し た 上 で 、 
経営 陣 や 社外 取締 役 と 深度 ある 対話 を 行い 、 課 題 解決 に 向け た 早急 な 対応 を 促 
す 。 
また 、 金 融 機 能 強 化 法 に 基づく 資本 参加 を 受け た 地域 金融 機関 に 対し て は 、 同 
法 の 趣旨 を 踏ま え 、 地 域 に お ける 金融 仲介 機能 の 積極 的 な 発揮 を は じ め と し た 持 
続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 取組 みや 公 的 資金 の 返済 原資 の 蓄積 の 
進捗 状況 等 に 応じ し た メリ ハリ の ある 対話 を 通じ 、 地域 経済 の 活性 化 に 資す る 組織 
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的 ・ 継 続 的 な 取組 み を 促す 。 


b) 協同 組織 金融 機関 の 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 当たっ て は 、 個 々 の 
金融 機関 の 取組 み の み な ら ず 、 リ スク 管理 や 経営 分 析 に 関す る 指導 、 収益 向上 や 
財務 基盤 強化 の 支援 な ど 、 中 央 機関 ? の 役割 が 重要 で ある 。 

この た め 、 中 央 機関 と の 対話 を 通じ て 、 よ り 高 度 な 有価 証券 運用 、 バ ッ ク ヤ ー ド 
業務 (事務 処理 、 決 済 業務 等 ) の 共通 化 ・ 効 率 化 に よる 経費 削減 、 収 益 改善 の 実 
現に 向け た 高度 な 知識 ・ ソ ウ ハ ウ を 有する 人 材 の 育成 ・ 確 保 等 の 分 野 に お いて 、 
その 役割 を 積極 的 に 発揮 する よう 促す 。 


() 金融 仲介 を 客観 的 に 評価 で きる 共通 の 指標 群 を 活用 し た 深度 ある 対話 と 「 見 える 
化 」 の 促進 


金融 仲介 の 取組 み に つ いて 十分 な 情報 開示 が 行わ れる こと は 、 顧 客 が 自ら の ニー 
ズ や 課題 解決 に 応え て くれ る 金融 機関 を 主体 的 に 選択 する こと を 可能 と し 、 ひ いて は 、 
良質 な 金融 サー ビス の 提供 に 向け た 金融 機関 間 の 競争 の 実現 に も つなが る 。 


また 、 こ れ ま で の モニ タリ ング 等 か ら は 、 地域 金融 機関 の 中 に は 、 顧 客 企業 の 価値 
向上 に つなが る 有益 な アド バイ ス や ファ イナ ンス を 提供 し 、 結 果 と し て 安定 し た 顧客 基 
盤 を 築い て いる 先 が あ る 一 方 で 、 地域 企業 の 経営 改善 ・ 生 産 性 向上 に 向け た 具体 的 
な 施策 が 定まっ て いな い 先 が ある な ど 、 金 融 機関 の 取組 み に バ ラ ツ キ が ある こと が 確 
認 さ れ た 。 こ の た め 、 以下 の 取組 み を 実施 する 。 


a) 「 金 融 仲介 機能 の ベン チマ ー ク 」 を 発展 させ 、 各 金融 機関 の 金融 仲介 (企業 の 価 
値 向上 支援 等 ) を 客観 的 に 「 見 える 化 」 で きる 統一 され た 定義 に 基づく 比較 可能 な 
共通 の 指標 群 (KPI) を 策定 し 、 当該 KPI も 活用 し つつ 、 地域 金融 機関 と 深度 ある 
対話 を 行う 。 また 、 金 融 機関 間 で 顧客 本 位 の 競争 が 実現 する よう 、KPI に 基づき 収 
集 さ れ た 結果 を 含め た 開示 の あり 方 に つい て も 検討 を 進め る 。 


b) 、KPI や 企業 アン ケー ト の 調査 結果 等 を 活用 し つつ 、 地 域 金融 機関 の 事業 性 評価 
に 基づく 融資 や 本 業 支援 等 の 組織 的 ・ 継 続 的 な 取組 み に つ いて 、 優 良 な 取組 み を 
実践 し て いる 金融 機関 の 表彰 ・ 公 表 を 行う 。 


⑨⑰) 金融 仲介 の 改善 に 取り 組む 地域 金融 機関 へ の 支援 


a) 地域 経済 の 活性 化 に 向け て 、 事 業 性 評価 に 基づく 融資 や 本 業 支援 の 重要 性 は 
認識 し つつ も 、 専 門人 材 や ノウ ハウ が 不 十分 な た め に 顧客 企業 の 真 の 経営 課題 
が 把握 で きず 、 そ の 解決 に 向け た 方 策 の 策定 や 実行 支援 が で き て いな い 地 域 金 
融 機関 が 少な か ら ず 存在 し て お り 、 こ の よう な 人 金融 機関 は その 改善 に 向け た 取組 




















" 信金 中 央 金庫 (信金 中 金 ) 及び 全国 信用 協同 組合 連合 会 ( 全 信組 連 ) 並び に 労働 金庫 連合 会 ( 労 
金 連 )。 
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b) 


み に 注 力 す る こと が 重要 と 考え られ る 。 

こう し た 中 、 地域 経済 活性 化 支援 機構 (REVIC) 及び 日 本 人 材 機構 に お いて は 、 
今後 、 金 融 仲介 の 更 な る 改善 に 向け た 取組 み に 意 欲 の ある 地域 金融 機関 に よる 
経営 人 材 の 紹介 も 含め た 企業 支援 機能 を 強化 する た め 、 人 材 ・ ノ ウ ハ ウ 支 援 に 重 
点 的 に 取り 組む こと と し て お り 、 こ の よう な 地域 金融 機関 に お ける 両機 構 の 活用 を 
促進 する 。 


地域 金融 機関 が 、 最 大 限 、 地 域 企 業 の 価値 向上 や 地域 経済 の 活性 化 に 貢献 で 
きる よう 、 業 務 範 囲 に 係る 規制 緩和 を 含め 環境 整備 に つい て 検討 する 。 


て ) 地域 企業 の 立場 か ら 見 た ファ イナ ンス 


a) 


b) 


c) 


d) 


公 的 金融 は 、 民 業 補 完 を 旨 と し つつ 、 民間 人 金融 と 連携 ・ 協 力 し て 地域 経済 の 発展 
を 下支え する 等 の 役割 を 担っ て いる 。 こ うし た 観点 か ら 、 公 的 金融 と 民間 金融 の 競 
合 等 の 実態 を 調査 する と と も に 、 政 府 系 金融 機関 、 民間 金融 機関 、 関 係 省 店 と 意 
見 交換 を 行い 、 地 域 金 融 ・ 中 小 企業 金融 の 分 野 に お ける 公 的 金融 と 民間 金融 の 
連携 ・ 協 力 を 含む 望ま し い 関係 の あり 方 に つい て 議論 を 行う 。 


金融 機関 が 過度 に 保証 に 依存 する こと な く 、 中 小 企業 が 必要 と する 資金 需要 に 
応え る と と も に 、 当該 企業 の 価値 向上 支援 に 取り 組む よう 、 平成 29 年 改正 信用 保 
険 法 等 の 趣旨 や 「 経 営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 周知 ・ 活 用 状況 等 を 踏ま え 、 
金融 機関 と の 対話 を 行う 。 


地域 金融 機関 と REVIC や ゆう ちょ 銀行 が 全国 各地 で 連携 し 、 地 域 活性 化 フ ァ ン ド 
を 通じ て 地域 企業 に 資本 性 資金 を 供給 する 取組 み 等 を サポ ー ト する 。 


地域 の 金融 機関 や 企業 等 関係 者 を 対象 と し た シン ポジ ウム 等 を 活用 する こと に 
より 、 引 き 続 き 、 地 域 の 資本 市 場 や ベン チャ ー 投 資 を 巡る 現状 や 課題 に つい て 幅 
広く 意見 交換 を 行う と と も に 、 成長 マネ ー や ノウ ハウ の 供給 に 係る 取組 事例 の 紹 
介 ・ 共 有 等 を 図る 。 こ れ を 通じ 、 地 方 の 企業 が 様々 な 資金 調達 手段 に アク セス で き 
る 環境 を 提供 し 、 そ の 潜在 的 な 成長 力 を 引き 出す こと に 努め る と と も に 、 ベン チャ 
一 企業 へ の 成長 マネ ー や ノウ ハウ の 供給 の 更 な る 円 滑 化 、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 
に よる 助言 力 強 化 の た め の 環 境 の 整備 に 取り 組む 。 


(4) 将来 に わた る 地域 金融 の 健全 性 と 金融 仲介 機能 の 発揮 


本 業 の 赤字 が 続く な ど ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 に 問題 の ある 金融 機関 が 増 


加 し て いる が 、 人 口 減少 に よる 資金 ニー ズ の 低下 な ど 、 地 域 に お ける 経営 環境 の 
悪化 は 今後 も 続く と 予想 され る 。 こ うし た 環境 の 下 で 金利 だ け に 頼る 融資 の 拡大 
競争 を 継続 する な ら ば 、 将 来 的 に 混 汰 され る 金融 機関 が 出現 し た り 、 地 域 に よっ 
て は 金融 サー ビス を 提供 する 地元 の 金融 機関 が な く な る 可能 性 も 考慮 する 必要 が 
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ある 。 


こう し た 中 、 人 金融 機関 に お いて は 、 ビ ジネス モデ ル の 変革 や 経営 統合 な ど に よ 
り 、 将 来 に わた っ て 自ら の 経営 の 健全 性 を 維持 する た め の 取 組み が 見 られ る 。 地 
域 経 済 に と っ て 、 将 来 に わた り 健 全 で 適切 な 金融 仲介 機能 を 発揮 で きる 金融 機関 
が 存在 する こと は 重要 で あり 、 経 営 統合 も その た め の 一 つの 選択 肢 で ある が 、 他 
方 で 、 同 一 地域 内 の 経営 統合 に つい て は 、 人 金融 サー ビス の 供給 者 数 の 減少 に よる 
現時 点 に お ける 宴 占 ・ 独 占 の リス ク が 指摘 され て いる 。 


地域 に お いて 、 人 口 減少 等 に より 自然 に 金融 サー ビス の 供給 者 数 が 減少 する こ 
と が 想定 され る 中 、 将来 に わた っ て 健全 な 金融 機関 が 存在 し 、 地域 の 企業 ・ 住 民 に 
適切 な 金融 サー ビス が 提供 され る こと を 確保 する 観点 か ら 、 金 融 行政 上 の 課題 に 
つい て 、 競 争 の あり 方 も 含め 検討 する 必要 が ある 。 


また 、 持 続 可 能 な ビジ ネス モデ ル が 構築 で き て いな い 金 融 機関 に 対し て は 、 対 
話 に より 自主 的 な 経営 改善 を 促し て いる が 、 人 金融 機関 に お いて 抜本 的 な 改善 策 が 
講じ られ な けれ ば 、 将来 的 に 健全 性 が 深刻 な 問題 と な る 。 地域 の 企業 ・ 経 済 に 貢献 
し て いな い 人 金融 機関 の 退出 は 市 場 メ カニ ズム の 発揮 と 考え られ る が 、 他 方 、 退 出 
に よっ て 、 人 金融 シス テム へ の 信 認 が 損なわ れ た り 、 顧 客 企業 や 預金 者 等 に 悪影響 
が 及ぶ こと は 避け な けれ ば な ら な い 。 こ の た め 、 金融 機関 の 健全 性 に 関す る 早期 
是正 の メカ ニズム 、 金 融 機能 の 維持 や 退出 に 関す る 現行 の 制度 ・ 監 督 対応 に 改善 の 
余地 が な いか に つい て も 検討 する 必要 が ある 。 


以上 の 点 に つき 、 地 域 経済 や 地域 の 企業 ・ 住 民 の 立場 か ら 最適 な 政策 に つい て 、 
有識者 の 知見 も 活用 し な が ら 検 討 し て いく 。 


② 経済 ・ 市 場 環 境 の 変化 へ の 対応 


地域 金融 機関 は 、 低 金利 環境 の 継続 と 金利 上 昇 と いっ た 両方 向 の リス ク を 抱え て い 
る こと を 踏ま え 、 予 期 せ ぬ 経 済 ・ 市 場 環 境 の 変化 に 対し て も 、 そ の 健全 性 を 維持 で きる よ 
う 、 地 域 金 融 機 関 が 抱 える 以下 の 諸 課 題 の 解決 に 向け た 取組 み に つ いて 対話 を 行う 。 
(7) 顧客 向け サー ビス 業務 か ら 得 られ る 利益 が マイ ナス と な っ て いる 地域 銀行 の 多く 

は 、 当期 純 利益 の 確保 に 向け て 、 有価 証 券 運用 に よる 収益 へ の 依存 を 一 段 と 高め て 

お り 、 そ の 結果 、 金 利 リ スク 量 が 増加 し て いる 。 こう し た 銀行 の 中 に は 、 

・ 投資 信託 の 解約 益 や 債券 ・ 株 式 等 の 売却 益 に 大 きく 依存 し て いる 、 

・ 将来 的 に 大 き な 含み 損 を 抱え る リス ク を 十分 考慮 せ ず 、 残 存 期間 が 極め て 長い 
債券 等 へ の 投資 を 拡大 し て いる 、 

・ リス ク テ イ ク に 見 合っ た 運用 態勢 や リス ク 管 理 態 勢 が 不 十分 で あり 、 専門 人 材 の 
育成 や 確保 等 を 含め た 態勢 の 強化 を 図る 必要 が ある 、 
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と いっ た 事例 も 認め られ る 。 こ うし た 銀行 に お いて は 、 含 み 益 や 自己 資本 に 十分 な 余 
カカ が な い 場 合 、 市 場 環境 が 急変 し 損失 が 顕現 化す れ ば 、 将 来 的 に 財務 の 健全 性 を 
更に 悪化 させ る お それ が ある 。 


この た め 、 経 営 トッ プ の 主体 的 な 関与 に よる リス ク ガ バナ ンス を 含め た 運用 態勢 の 
強化 、 含 み 損 も 意識 し た リス ク の モニ タリ ング と コン トロ ー ル 、、 市 場 急変 時 を 想定 し た 
対応 策 の 事前 検討 等 に つい て 、 金 融 機関 と 改善 に 向け た 対話 を 行う 。 


(? アパ ー ト ・ マ ンション や 不動 産業 向け 融資 が 増加 傾向 に ある こと か ら 、 不 動産 市 況 
や 地域 金融 機関 の 融資 動向 を 注視 し な が ら モ ニタ リン グ を 継続 する 。 そ の 際 、 ア パー 
ト ・ マ ンション 向け 融資 に 関し て は 、 将 来 的 な 賃貸 物件 の 需要 見 込み 、 金 利 上 昇 や 空 
室 ・ 賃 料 低 下 リ スク 等 を 借り 手 に 十分 説明 で き て いる か な ど に つい て 、 引 き 続 き 対話 


ラー 一 


を 行う 。 


(9) 外貨 建 資産 の 増加 に 伴い 外貨 資金 調達 が 増加 し て いる 先 に 対し て 、 安 定 的 な 外 
貨 調達 の 実現 を 含め た 外貨 流動 性 リス ク 管 理 の 高度 化 を 促す 。 


③ 金融 ビジ ネス の 環境 変化 に 対応 し た ガバ ナン ス の 発揮 


持続 可能 な ビジ ネス モデ ル を 構築 する た め に は 、 経 営 陣 に よる 適切 な リー ダー シッ プ 
の 下 、 地 域 経済 や 競争 環境 、 自 身 の 経 営 状況 等 を 正確 に 把握 し た 上 で 経営 戦略 を 策定 
し 、 それ を 営業 現場 に 浸透 させ 、 組 織 的 ・ 継 続 的 な 取組 み に つ な げ て いく こと の で きる 適 
切な ガバ ナン ス の 発揮 が 重要 で ある 。 ま た 、 こ うし た 適切 な ガバ ナン ス が 将来 に わた っ 
て 持続 的 に 発揮 され る よう 、 ガ パナ ンス の 質 の 向上 (優秀 な 経営 者 を 選ぶ 枠組 み の 策定 、 
相談 役 ・ 願 問 等 に よる 不適 切な 影響 力 の 排除 等 ) を 図っ て いく こと も 重要 で ある 。 


し か し な が ら 、 経 営 環境 が 厳し さ を 増 す 中 に あっ て も 、 金 融 機関 の 中 に は 、 希 望 的 な 
観測 に 頼っ た 経営 を 行っ て いる 先 “ や 、 現 在 の ビジ ネス モデ ル の 持続 可能 性 に 大 き な 懸 
念 が ある に も 関わ ら ず 必要 な 経営 改革 を 行わ ず 、 ま た 、 社外 取締 役 ・ 株 主 等 外部 か ら の 
牽制 機能 も 働い て いな い 先 が 存在 する な ど 、 持 続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け 
た 取組 姿勢 や 取組 内 容 に は バラ ツキ が 見 られ る 。 こ の た め 、 経 営 課題 の 解決 に 向け 、 
経営 陣 は も と より 、 社外 取締 役 を は じ め と する 、 様 々 な ステ ー ク ホル ダー に よる ガバ ナン 
ス が 機動 的 か つ 効 果 的 に 発揮 され て いる か と いっ た 観点 か ら 、 個 別 金融 機関 の 実態 
調査 し 、 そ れ を 基 に 深度 ある 対話 を 行う 。 





























” 1990 年 代 の バブ ル 経 済 崩 壊 時 に お いて は 、 将来 の 不動 産 価格 の 回 復 と いっ た 希望 的 観測 に 頼り 、 
必要 な 対応 が 遅れ 、 経 営 を 更に 悪化 させ た 事例 が ある 。 
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(2) 3 メガ バン ク グ ルー プ 
3 メガ バン ク グ ルー プ に つい て は 、 以下 の 取組 み を 行っ て いく 。 


① 世界 経済 ・ 市 場 環境 の 変化 へ の 対応 


⑦) 海外 業務 が 拡大 し 、 世 界 経済 ・ 金 融 市 場 環 境 の 変化 か ら 受 ける 影響 が 大 きく な っ て 
いる こと を 踏ま を 、 ス トレ ステ スト の 活用 を 含め 、 環境 変化 に 対す る 機動 的 な リス ク 管 
理 の 実施 を 促す 。 その 際 、 近 年 、 海 外 で 特定 業種 を 中 心 に 信用 コス ト が 発生 し た こと を 
踏ま え 、 与 信 集中 リス ク 管 理 の 高度 化 も 促す 。 


( イ ) 外貨 調達 コス ト が 上 昇 す る 中 、 よ り 安 定 的 な 外貨 調達 の 実現 や 外貨 流動 性 管理 の 
高度 化 を 促す 。 


⑨⑰) 低 金利 環境 下 で 拡大 し た ハイ ブリ ッ ド ファ イナ ンス や 不動 産業 向け 貸出 等 に つい て 、 
規律 ある 審査 や 期中 管理 を 促す 。 


( エ ) スト レス 時 に お いて も 金融 仲介 機能 を 十分 に 発揮 で きる よう 、 各 グル ー プ に よる 政策 
保有 株 式 の 削減 等 、 株 価 変動 リス ク の 適切 な コン トロ ー ル に 向け て 迅速 な 対応 を 促す 。 
② 金融 ビジ ネス の 環境 変化 に 対応 し た ガバ ナン ス の 発揮 


⑦) トッ プラ イン 収益 な どの 量 的 拡大 より も 、 資 本 効率 を 重視 し た 業務 の 選択 と 集中 を 適 
切 に 実行 で きる ガバ ナン ス の 構築 を 促す 。 


(1f) 非 金利 収益 の 強化 に 向け た グル ー プ 連携 ビジ ネス (銀行 、 信 託 、 証 券 等 ) の 拡大 に 
より 、 利 益 相反 管理 や 優越 的 地位 の 藩 用 防止 の 重要 性 が 増し て いる こと を 踏ま え 、 持 
株 会 社 の 適切 な 関与 の 下 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 の 観点 か ら の 態勢 整備 を 促す 。 


(9) 組織 ・ 人 材 ・ シ ステ ム 等 の 見 直し を 含め 、IT 技術 の 進化 や イノ ベー ショ ン の 進展 を 見 
据え た 大 胆 か つ タ イム リー な 対応 に 向け て 、 対 話 を 行う 。 


て エ ) グロ ー バ ル な 業務 展開 や 業務 の 専門 化 ・ 高 度 化 が 進む 中 、 情 報 収集 ・ 分 析 能 力 の 
強化 や 組織 改革 と 人 材 確 保 に つい て 、 対 話 を 行う 。 








2. 保険 会 社 








我が国 の 生産 年 齢 人 口 が 今後 も 減少 を 続け る こと に より 、 伝 統 的 な 国内 保険 市 場 の 縮 
小 が 予想 され る 中 、 収 入 保険 料 の 量 的 拡大 を 前 提 と し た 現在 の 保険 会 社 の ビジ ネス モデ 
ル は 、 全体 と し て は 持続 で き な い 可能 性 が ある 。 他方 で 、 長 寿 化 の 進展 や IT 技術 の 進化 、 
サイ バー 等 の 新た な リス ク の 出現 な ど に 伴い 、 新 た な 保険 ニー ズ が 出 て くる 可能 性 が ある 。 
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こう し た ニー ズ の 変化 に いか に 応え て いく か は 、 保 険 会 社 の 経営 上 の 重要 な 課題 で ある 。 


平成 29 事務 年 度 に お いて は 、 こ の よう な 構造 変化 や 環境 変化 に 適切 に 対応 し て いく 観 
点 か ら 、 長 寿 化 の 進展 や IT 技術 の 進化 等 の 環境 変化 に 対応 し た 商品 ・ サ ービス の 提供 、 
地方 拠点 に お ける 採算 見 通し 等 も 踏ま えた 販売 チャ ネル 戦略 な ど 、 経 営 上 の 重要 な 課題 
を テー マ に 、 持 続 可 能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 や 事業 戦略 に つい て 対話 を 行う 。 

保険 会 社 が 期待 され る 役割 を 果たし て いく た め に は 、 保 険 会 社 が 将来 に わた り 健全 性 を 
維持 する こと が 必要 で ある 。 特に 、 我 が 国 の 生命 保険 会 社 各社 は 、 伝 統 的 に 定額 個人 年 
金 保険 や 終身 保険 に 代表 され る 「 超 長期 ・ 固 定 金利 商品 」 を 主力 と し て きた こと で 、 諸 外国 
の 生命 保険 会 社 に 比べ て も 、 よ り 大 き な 金 利 リ スク を 負っ て いる 。 どの よう な 商品 を 顧客 に 
提供 し て いく か 、 ど の よう な リス ク を と っ て いく か は あく まで 各 保 険 会 社 の 経営 判断 で ある が 、 
顧客 利便 と と も に 、 商品 提供 に 伴う リス ク と それ に 対す る 資本 の 状況 も 踏ま えた 経営 戦略 
に つい て 、 深 度 あ る 対話 を 行っ て いく 。 

一 方 、 保 険 会 社 が 社会 ・ 技 術 の 変化 に 伴う 新た な 商品 ・ サ ービス の 可能 性 に 対応 し 、 成 
功 事 例 を 作っ て いく こと は 、 持 続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に も つなが っ て いく も の で あ 
り 、 新 た な 商品 ・ サ ービス の 開発 に 関し て は 、 金 融 庁 と し て も 前 向き に 対応 する 。 


また 、 生 命 保険 会 社 の 場合 、 運 用 会 社 と し て の 役割 も 重要 で ある こと か ら 、 保 険 負 債 の 
質 の 改善 を 視野 に 入れ つつ 、 リ スク 管理 と 一 体 と な っ た 資産 運用 の 高度 化 等 の 取組 み に 
つい て も 対話 を 行う 。 併せ て 、 保険 料 を 支払 っ て いる 保険 契約 者 に 資す る 資産 運用 を 行う 
と いう 「 ス チュ ワー ド シ ッ プ 責 任 」 を 適切 に 果たす よう 促し て いく 。 さら に 、 各社 の 実務 に お い 
て 、 資 産 運 用 の 成果 等 を 適切 に 契約 者 に 配当 ・ 還 元 で きる 態勢 と な っ て いる か 、 改 め て 実 
態 把握 を 行っ て いく 。 


保険 会 社 の ガバ ナン ス が 有効 に 機能 し て いな い 場 合 に お いて は 、 経 営 ト ッ プ の 方 針 に 対 
し て 社内 で の 健全 な 牽制 が 働か ず 、 契 約 者 の 利益 や 会 社 の 健全 性 を 損なう よう な 事象 が 
発生 する 可能 性 が 懸念 され る 。 各 保 険 会 社 に 対す る プロ ファ イリ ング を 行い 、 業 務 の 適切 
性 等 を 支え る ガバ ナン ス の 実効 性 に 懸念 が ある 先 に 対し て は 、 深 度 あ る 対話 を 行う 。 

また 、 近 年 、 大 手 保険 会 社 を 中 心 と し て 海外 進出 が 増加 し て いる こと を 踏ま え 、 経 営 戦略 
に お いて 海外 事業 戦略 が どの よう に 位置 付け られ て いる か 、 海 外事 業 に 従事 する 人 材 の 
確保 ・ 育 成 等 を どの よう に 行っ て いる か 、 ま た 、 買 収 後 の 海外 拠点 は 実効 的 に 管理 され て 
いる か 等 に つい て 、 確 認 する 。 


保険 募集 に つい て は 、 金 融 機関 代理 店 や 一 般 の 代理 店 を 通じ た 販売 活動 等 が 適切 に な 
され る よう 、 保 険 会 社 、 代 理 店 の 取組 み に 関 し 対話 を 行っ て いく 。 
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3. 金融 商品 取 引 业者 等 











(1) 证 券 会 社 


トレ ー デ ィング 収益 や 売買 委託 手数 料 と いっ た フロ ー の 収益 を 中 心 と する 証券 会 社 は 、 
他 の 業態 と 比較 し て 収益 や 健全 性 が 市 場 ・ 景 気 動 向 の 影響 を より 受け や すい と いう 特性 
が ある 。 その た め 、 適切 な リス ク 管 理 の 下 、 市 況 等 に 左右 され に くい 安定 的 な 収益 ・ 財 務 
基盤 の 構築 に 加え て 、IT 化 に 伴う 顧客 ニー ズ の 変化 等 、 証 券 会 社 を 取り 巻く 経営 環境 の 
変化 へ の 適切 な 対応 が 課題 で ある 。 

この 点 、 顧 客層 の 世代 交代 や 新た な 金融 サー ビス の 登場 と いっ た 環境 変化 を 踏ま え 
る と 、 顧 客 利益 を 十分 考慮 し な い 、 既 存 の 営業 体制 を 前 提 に し た ビジ ネス モデ ル に は 限 
界 が ある 可能 性 が ある 。 

その た め 、 各 社 が 創意 工夫 を 凝ら し つづ 持続 可能 な ビジ ネス 展開 を 行っ て いく こと が 
重要 で ある 。 


こう し た 問題 意識 の 下 、 大 手 証券 会 社 に つい て は 、 こ れ ま で 、 市 場 ・ 景 気 変動 や 経営 
環境 の 変化 を 捉え た ビジ ネス 戦略 の 機動 的 な 見 直し 及び それ を 支え る リス ク 管 理 、 ガ バ 
ナン ス 及 び IT シス テム の 整備 状況 に つい て 、 深度 ある 対話 を 行う な ど 、 モ ニタ リン グ を 実 
施し て き て いる 。 し か し な が ら 、 資産 管理 型 営業 へ の 転換 は 道 半 ば で ある な ど 、 依 然 と し 
て 課題 も 残る 中 、 顧 客 本 位 の 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル 構 築 に 向け た 取組 み が な され 
て いる か を 検証 する 観点 か ら 、 経 営 トッ プ 自 ら の 強い 関与 に よる 、 顧 客 の 立場 に 立っ た 業 
務 運 営 を 拡充 ・ 定 着 さ す せ て いく た め に 必要 な 取組 みや 営業 現場 に お ける 実践 等 に 重点 を 
置い て 、 モ ニタ リン グ を 継続 し て いく 。 


また 、 大 手 証券 会 社 以外 の 証券 会 社 に つい て も 、 収益 構造 等 の 分 析 を 深め 、 そ れ を 
基 に 将来 の 経営 方 針 ・ 経 営 状 況 の 見 通し や 投資 者 保護 の た め の 態 勢 整 備 の 取組 み に 
つい て 、 引 き 続 き 対話 を 実施 する 。 とり わけ 、 地 域 証 券 会 社 に つい て は 、 顧 客 が 特に 高 
齢 者 層 に 偏る な ど 経 営 環境 が 一 層 厳 し く な りつ つ あ る 現状 も 踏ま そえ 、 こ れ ま で の 対話 で 
議論 し た 課題 へ の 対応 状況 等 に つい て フォ ロー アッ プ を 行い 、 一 層 の 具体 的 な 検討 ・ 対 
応 を 促し て いく 。 な お 、 地域 証券 会 社 の 中 に は 、「 株 主 コ ミュ ニテ ィ 制 度 」 を 活用 し 、 地域 に 
根ざし た 企業 の 資金 調達 や 株 式 の 換金 ・ 新 規 投資 の 機会 を 提供 する こと で 、 地 域 経済 の 
発展 に 寄与 し て いる と ころ も 見 られ る と ころ で あり 、 同 制度 を 周知 する と と も に 、 地 域 企業 
に リス クマ ネー を 供給 する 取組 み を 促し て いく 。 


(2) 外国 為替 証拠 金 取 引 業 者 (FX 業者 ) 


FX 業者 に つい て は 、 外国 為 替 相 場 の 急変 等 を 見 据え た 為替 リス ク 管 理 の 向上 等 に つ 
き 、 継 続 的 に 対策 を 講じ る 必要 が ある 。 
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金融 先物 取引 業 協会 が 中 心 と な り 、2016 年 か ら 実 施し て いる スト レス テス ト の 結果 を 
分 析 し た と ころ 、 カ バー 取引 先 の 分 散 や 顧客 の 取引 限度 額 の 見 直し 等 が 取り 組む べき 課 
題 と 認識 され て いる 。 引 き 続 き ス トレ ステ スト を 継続 的 に 実施 し 、FX 業界 全体 に お ける 為 
替 リ スク 管理 態勢 の 底上げ を 図る な ど 、 リ スク 管理 の 強化 を 促し て いく 。 


(3) 適格 機関 投資 家 等 特例 業務 届出 者 


平成 28 事務 年 度 に は 、 過 去 に 警告 書 を 発出 し た 業者 や 、 業 務 実 体 の な い 業 者 に 対し 
て 、 業 務 廃 止 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行っ て き て お り 、 引 き 続き 問題 の ある 業者 に 対 
し 、 必 要 に 応じ て 監督 上 の 対応 (業務 改善 ・ 停 止 ・ 廃 止 命令 等 ) を 行う と と も に 、 新 た に 、 
連絡 が 取れ な い 業 者 に 対し て は 、 一 定期 間 の 公表 を 経て 業務 廃止 命令 を 発出 する 等 適 
切 に 対応 を 行う 。 

また 、 出 資金 の 流用 な ど 悪 質 な 行為 が 疑わ れる 業者 が 判明 し た 場合 は 、 引 き 続 き 、 束 
や か に 検査 を 行う と と も に 、 必 要 に 応じ て 警察 当局 と の 連携 も 行う 。 





(4) 第 二 種 金融 商品 取引 業者 及び 投資 助言 ・ 代 理 業者 
第 二 種 金融 商品 取引 業者 及び 投資 助言 ・ 代 理 業者 に つい て 、 顧 客 に 対す る 広告 ・ 勧 
誘 及 び フ ァ ン ド 運 営 の 実態 に 関す る 情報 分 析 ・ 検 証 を 進め 、 リ スク ベー ス で の モニ タリ ン 
グ を 行っ て いく 。 





(5) 信用 格付 業者 


信用 格付 業者 に つい て 、 随 時 の ヒア リン グ 等 に より 、 利益 相反 を は じ め と する 内 部 管 
理 状況 、 各 種 モ デル ・ ガ バナ ンス 態勢 及び 事業 概況 等 を 把握 する と と も に 、 海 外 当局 と 
の グロ ー バ ル な 連携 を 通じ 、 よ り 深 度 あ る モニ タリ ング を 実施 する 。 








4. その他 金融 機関 








(1) 外国 金融 機関 


外国 金融 機関 に お いて は 、 世 界 金融 危機 以降 、 グ ルー プ 経 営 戦略 の 見 直し に より 業 
務 の 選択 と 集中 が 進み 、 我 が 国 に お いて は 運用 難 の 状況 に ある 本 邦 金 融 機 関 ・ 機 関 投 
資 家 の ニー ズ に 対応 し た 商品 提供 や 外貨 資金 供給 が 主要 な 業務 と な っ て いる ほか 、 一 
部 の 金融 機関 に お いて は 、M&A の 仲介 等 の 手数 料 ビ ジネス に も 注力 し て いる 。 
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この よう な 状況 の 下 、 日 本 拠点 の ビジ ネス 動向 、 リ スク 管理 の 状況 に つい て タイ ムリ ー 
に 情報 を 収集 ・ 分 析 す る と と も に 、 日 本 拠点 の 業務 の 実態 が 本 国 に お いて 適切 に 把握 ・ 
認識 され て いる か 、 ク ロス ボー ダー の 業務 展開 に 見 合っ た 法令 等 遵守 態勢 等 が 整備 ・ 強 
化 さ れ て いる か に つい て 確認 する 。 加え て 、 諸 外国 に お いて は 外国 金融 機関 に 対し 破綻 
処理 を 念頭 に 置い た 規制 強化 の 動き が 見 られ る 中 、 我 が 国 に お いて は 、 国 内 で の 資産 
の 保有 状況 や 本 支店 勘定 を 通じ た グル ー プ 内 で の 回 金 状況 に つい て 現時 点 で 特段 の 懸 

念 は 見 られ な い が 、 引 き 続 き 状況 そ モ ニタ リン グ し て いく 。 

また 、 グ ルー プ 全 体 の 経営 戦略 に つい て は 、 世 界 金 融 危機 以降 見 直し が 進め られ 、 そ 
れ に 応じ た 経営 管理 態勢 、 法 令 等 遵守 態勢 、 リ スク 管理 態勢 及び 内 部 管理 態勢 が 整備 
され つつ ある 。 この よう な 状況 を モニ タリ ング し つつ 、 対 話 を 通じ て ベス ト ・ プ ラク ティ ス を 
収集 し 、 こ うし た 知見 を 我が国 の 金融 レス テム 、 市 場 の 健全 な 発展 に 活用 する 。 


(2) ゆう ちょ 銀行 ・ か ん ぽ 生 命 保険 


ゆう ちょ 銀行 ・ か ん ぼ 生 命 保険 (金融 2 社 ) に つい て は 、 上 場 企業 に 求め られ る 企業 価 
値 の 向上 に も 資す る 観点 か ら 、 地 域 金融 機関 と 連携 し た 地域 活性 化 フ ァ ン ド へ の 共同 出 
資 や 郵便 局 ネ ットワーク を 活用 し た 投資 信託 の 販売 等 に 取り 組ん で いる と ころ で ある 。 こ 
うし た 取組 み に つ いて 、 地 域 経済 の 活性 化 や 国民 の 安定 的 な 資産 形成 へ の 貢献 の 観点 
か ら 、 引 き 続 き フ ォ オロ ー ア ッ プ する 。 

また 、 低 金利 環境 が 継続 する 中 、 金 融 2 社 に お いて は 、 貯 金 か ら 投 資 信託 へ の シフ ト 
等 に よる 資産 規模 の コン トロ ー ル や 、 資 産 運用 の 多様 化 及 びそ れ に 応じ た リス ク 管 理 の 
高度 化 に より 、 安定 的 な 収益 確保 に 取り 組ん で いる と ころ で あり 、 深度 ある 対話 を 通じ て 、 
こう し た 取組 み の 進 捗 状況 に つい て 確認 する 。 








5. 国際 的 な 金融 規制 に 関す る 対応 及び 当局 間 の ネッ トワ ー ク ・ 協 力 の 強化 








(1) 国際 的 な 金融 規制 に 関す る 対応 





世界 金融 危機 後 の 国際 的 な 金融 規制 改革 は 、 金 融 機関 の 健全 性 及び 金融 レス テム 
の 強 萌 性 を 高め る こと に 貢献 し 、 最 終 化 の 段階 を 迎え て いる 。 こ の 金融 規制 改革 に 関し 、 
金融 庁 は 、 経 済 の 持続 的 成長 と 金融 レス テム の 安定 の 両立 、 新 た な 規制 を 際限 な く 策 
定 し 続け る よう な 状況 の 終結 、 規 制 の 影響 評価 の 必要 性 な ど に つい て 問題 提起 し 、 こ れ 
ら の 考え 方 は 国際 的 な 共通 認識 と な っ て き て いる 。 こ うし た 中 、 今後 、 以 下 の 点 に 取り 組む 。 
① バー ゼル 臣 ( 銀 行 の 自己 資本 比率 規制 に 関す る 国際 的 枠組 み ) を 早期 に 適切 な 形 で 

最終 化す る よう 図る 。 
② 保険 会 社 の 「 国 際 資 本 基準 ((CS)」 に 関し て は 、 財 務 の 健全 性 を 国際 的 に 比較 可能 な 
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形 で 把握 する 枠組 み の 必要 性 や 、 保 険 会 社 の 健全 性 と 社会 的 な 役割 、 金 融 市 場 の 
安定 に 意図 せ ざ る 影響 を 与え る 可能 性 な ど に 留意 し な が ら 、 議 論 を 進め る 。 

③ 規制 改革 の 影響 評価 の 具体 的 な 取組 み に 積 極 的 に 貢献 する 。 

④ 各国 独自 の 取組 み が 市 場 の 分 断 を も た ら す こと の な いよ う 、 国際 的 な 連携 協力 を 推 
進 す る 。 


金融 危機 の 再発 防止 の た め の 規 制 改 革 が 最終 化 を 迎え る 一 方 で 、 前 回 危機 を 起こ し 
た 要因 と は 別 の 新た な 金融 レス テム 上 の 課題 が 国内 外 で 生じ て いる 。 とりわけ 、 生 産 年 
齢 人 口 の 減少 な ど 人 口 動態 の 変化 は 経済 全般 に 影響 を 与え る も の で あり 、 そ うし た 中 で 
金融 機関 が 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル を 構築 で きる か は 重要 な 課題 で ある 。 我が国 で 
は 世界 に 先駆 け て 高齢 化 が 進展 し て いる が 、 今 後 、 多 く の 国々 が 我が国 と 同様 の 課題 に 
直面 し て いく も の と 見 込ま れる 。 金融 庁 は 、 各 国 と 経験 や 知見 を 共有 し 合い 、 そ の 成果 を 
国内 の 課題 解決 に 取り 入れ る と と も に 、 グ ロー バル な 課題 の 解決 に 向け て 貢献 し て いく 。 


(2) 国際 的 な 当局 間 の ネッ トワ ー ク ・ 協 力 の 強化 


英国 の EU 離脱 (ブレ グ ジ ッ ト ) に 対し 日 本 の 金融 機関 が 円 滑 に 対応 で きる よう 、 英 国 ・ 
欧州 当局 に 働き か ける 。 こ の ほか 、 海 外 の 規制 動向 等 が 日 本 の 金融 機関 に 与え る 影響 
を モニ タリ ング し 、 海 外 当局 と 適切 に 連携 する 。 また 、 ア ジア 諸国 を 含め た 二 国 間 協 議 や 
監督 カレ ッ ジ 会 合 な ど を 通じ て 、 監 督 上 の ネッ トワ ー ク 強化 を 継続 する 。 


アジ ア 新 興国 等 に 対す る 技術 協力 に つい て は 、 日 本 の 金融 機関 等 と の 対話 も 踏ま え 
つつ 、 相 手 国 の ニー ズ に 寄り 添い な が ら 、 金 融 制度 整備 や 金融 当局 の 能力 向上 支援 等 
に 一 層 取 り 組 ん で いく 。「 グ ロー バル 金融 連携 セン ター(GLOPAC) 」 に お いて は 、 新 興国 
の 金融 当局 か ら 受 け 入 れる 職員 (研究 員 ) の 関心 分 野 に きめ 細やか に 対応 する よう 、 プ 
ログ ラム を 充実 させ る 。 さ ら に 、GLOPAC で 過去 に 受け 入れ た 研究 員 ( 卒 業 生 ) の ネッ トワ 
ー ク の 維持 ・ 強 化 の た め 、 卒業 生 を 再 招 了 嶋 し て 金融 店 職員 や 現役 生 と の 面談 (ホー ムカ 
ミン グ プ ロ グラ ム ) を 実施 する と と も に 、 現地 に お ける 卒業 生 同 窓 会 を 開催 する な ど 、 新 興 
国 に お ける 知 日 派 の 育成 を 着実 に 進め る 。 


(3) マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング ン テ ロ 資金 供与 対応 


マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング や テロ リス ト へ の 資金 供与 を 未然 に 防ぐ た め に は 、 各 国 が 協調 
し て 対策 を 講じ 、 そ れ を 的 確 に 実施 する こと が 重要 で あり 、 特に 地政 学 的 リス ク の 高まり 
や 世界 各地 に お ける テロ の 頻発 を 踏ま え 、 我が国 に お いて も 、 その 高度 化 が 求め られ て 
いる と ころ で ある 。 
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2019 年 に 予定 され て いる 第 4 次 FATF" 対 日 相互 審査 も 見 据え 、 官 民 双 方 が 連携 し て 、 
マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング や テロ 資金 供与 に 利用 され な い 日 本 の 金融 を 実現 する た め の 体 
制 を 強化 する こと が 重要 で ある 。 

この た め 、 金 融 庁 に お いて は 、 庁 内 に 横断 的 な チー ム を 整備 し 、 関 係 省 庁 や 関係 機関 
等 と の 連携 を 更に 進め つつ 、 実 効 的 な 態勢 整備 の た め の 金 融 機 関 向 け ガ イダ ンス の 公 
表 等 を 行う 。 さ ら に 、 当局 と し て 、 各 金融 機関 ・ 業 態 に お ける マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 等 の 
リス ク を 分 析 ・ 評 価 し 、 そ の リス ク に 応じ た モニ タリ ング を 行う 。 











リマ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 対策 に お ける 国際 協調 を 推進 する た め に 設立 され た 政府 間 会 合 。 
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VI. IT 技術 の 進展 等 へ の 対応 
(1) 業態 別 の 法 体系 か ら 機 能 別 ・ 横 断 的 な 法 体系 へ の 見 直し の 検討 


金融 ンス テム を 取り 巻く 環境 は 、 以 下 の よ うに 大 きく < 変化 し て いる 。 

IT 技術 の 進展 等 に より 、 金融 機関 以外 の 主体 が 、 従 来 金 融 機関 が 担っ て きた 機能 を 
分 解 し 、 個 別 の 機能 に 特 化し て 提供 (アン バン ドリ ング ) す る 動き や 、 顧 客 ニ ー ズ に 即 し て 
複数 の 金融 ・ 非 金融 サー ビス を 組み 合わ せ て 提供 (リバ ンド リン グ ) す る 動き が 広がり つ 
つ あ る 。 

加え て 、 シ ャ ドー バン キン グ “が 拡大 し つつ ある が 、 そ の 中 に は 、 銀行 と 同様 の 機能 や 
リス ク を 伴う も の も 存在 する 。 

一 方 、 金 融 機関 に お いて は 、 人 口 減少 等 に 伴う 国内 市 場 の 縮小 へ の 対応 を 迫 ら れ て 
いる が 、 例 えば 、IT 技術 の 活用 に よる 支店 網 の 機能 ・ 役 割 の 見 直し な ど 、 技 術 の 進化 が 
経営 戦略 に 大 き な 影 響 を 与え る こと が 予想 され る 。 

さら に 、 将来 的 に は 、IT 技術 の 進展 等 に 伴い 、 例 えば 、 通 貨 自体 の デジ タル 化 が 進め 
ば 、 社 会 ・ 経 済 の あり 方 が 変わ る 可能 性 が ある 。 また 、 顧 客 同士 が 金融 サー ビス を 直接 
や り と りす る 動き が 広がれ ば 、 金 融 ネ ットワーク の 変革 に つなが る と 考え られ る 。 こう し た 
こと を 通じ て 、 金融 ンス テム 、 金 融 サ ービス や 金融 機関 の あり 方 に 抜本 的 な 変革 が も た ら 
され る 可能 性 も ある 。 


現在 の 業態 別 の 法 体系 は こう し た 変化 に 対応 で きず 、 例え ば 、 業 態 を また い だ ビ ジ ネ 
ス 選 択 の 障害 と な っ た り 、 規制 が 緩い 業態 へ の 移動 や 業態 間 の 隙間 の 利用 等 を 通じ て 
規制 を 回 避 す る 動き が 生じ る お それ が ある 。 また 、 環 境 の 変化 に 対応 し て いな い 規 制 が 
原因 と な っ て 、IT を 活用 し た 合理 化 等 が 円 滑 に 実現 で き な い 可能 性 も ある 。 

この た め 、 金 融 に 関す る 基本 的 概念 ・ ル ー ル を 横断 化す る と と も に 、 同 一 の 機能 ・ リ ス 
ク に は 同一 の ルー ル を 適用 する と の 考え 方 の 下 、 イノベーション の 促進 と 利用 者 保護 の 
バラ ンス を 取り つつ 、 法 体系 を 機能 別 ・ 横 断 的 な も の に する こと に つい て 、 金 融 審 議会 に 
お いて 検討 に 着手 する 。 


(2) フィ ン テ ッ ク を 我が国 の 経済 ・ 金 融 の 発展 に つなげ て いく た め の 方 策 


フィ ン テ ッ ク の 進展 は 、 足 下 、 消 費 生活 の 高度 化 や 資産 形成 の 充実 な ど 、 家 計 に 変化 
を も た ら す 。 また 、 企業 に つい て は 、 決 済 の 高度 化 と 相まって 、 川上 ( 受 発注 や 経理 ) か ら 
川下 (決済 や 債権 管理 ) ま で の 企業 の 財務 ・ 決 済 プ ロ セ ス 全 体 を シー ムレ ス に IT 処理 で 
きる よう に な れ ば 、 企 業 活動 の 効率 化 ・ 生 産 性 向上 に つなが る 。 フィ ン テ ッ ク に よる 金融 イ 
ノ ベ ー シ ョ ン の 促進 を 通じ て 、 利用 者 利便 の 向上 や 企業 の 成長 力 強 化 を 実現 し 、 我 が 国 





2 シャ ドー バン キン グ と は 、 フ ァ ン ド 等 の 主体 に よる 、 銀 行 に 類似 し た 金融 仲介 の こと を 指す 。 
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経済 ・ 金 融 の 発展 に つなげ て いく こと が 重要 で ある 。 
① 利用 者 利便 の 向上 や 企業 の 成長 力 強 化 に 向け た フィ ン テ ッ ク の 活用 促進 


XML 電文 へ の 移行 を 起点 と し て 、 手 形 ・ 小 切手 の 電子 化 や 税 ・ 公 金 収 納 の 効率 化 な 
ど 、 決 済 高度 化 に 係る 検討 を 進め 、 企 業 の 財務 ・ 決 済 プ ロ セ ス 全 体 の シー ムレ ス な TT 処 
理 を 通じ て 、 利用 者 利便 の 向上 や 生産 性 向上 の 実現 を 目指 す 。 こう し た 動き を 、 金 融 機 
関 に よる 商 流 情 報 等 を 活用 し た 新た な 融資 サー ビス や 本 業 支 援 等 に つなげ 、 質 の 高い 
金融 サー ビス の 提供 の 実現 を 目指 す 。 


② 金融 イノ ベー ショ ン を 促進 する 環境 整備 
我が国 で は 、 銀行 シス テム が 高度 に 発達 し て いる こと 等 を 踏ま えれ ば 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 
の 促進 に は 、 金融 機関 と フィ ン テ ッ ク 企 業 と の オー プン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン ( 協 働 ・ 連 携 ) を 進 
め て いく こと が 重要 で ある 。 こ の た め 、 以 下 の 取 組み を 通じ て 、 金 融 機関 と フィ ン テ ッ ク 企 
業 の 連携 や フィ ン テ ッ ク 企 業 に よる イノ ベー ショ ン を 促進 する 環境 を 整備 する 。 


(7) 金融 サー ビス の オー プン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推進 する た め 、 平 成 29 年 改正 银行 法 等 
を 円 滑 に 施行 する と と も に 、 オ ー プ ン API の 促進 に 向け た 環境 整備 を 図る 。 

(f) フィ ン テ ッ ク 企 業 等 に に る イノ ベー ショ ン に 向け た チャ レン ジ を 後押し する た め 、 
FinTech サポ ー ト デス ク や FinTech 実証 実験 ハブ を 通じ た 、 新 し い 金 融 事業 ・ サ ービス 
の 開始 に 対す る 支援 を 強化 する 。 

⑨) 非 対 面 取 引 に 係る 本 人 確認 方 法 の 見 直し や 、 銀 行 代理 業 制度 や 店 舗 制度 の 課題 
の 検討 等 、 フ ィ ン テ ッ ク 時 代 に 対応 し た 制度 の 点検 ・ 見 直し を 行う 。 


③ フィ ン テ ッ ク に 係る 国際 的 ネッ トワ ー ク の 強化 


国際 標準 化 の 動き も 視野 に 入れ つつ 、 海 外 の 最 先端 の 人 材 や 当局 と の 連携 強化 に 
向け て 、 フ ィ ン テ ッ ク ・ サ ミッ ト の 開催 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン 技術 に 関す る 国際 的 共同 研究 の 
推進 、 海 外 当局 と の 協力 枠組 み 拡大 等 の 取組 み を 行う 。 


(3) 金融 機関 の IT ガバ ナン ス 





フィ ン テ ッ ク に よる アン バン ドリ ング 化 の 進展 も 想定 され る な ど 、 金 融 機 関 の IT の 戦略 
は 今や 金融 機関 の ビジ ネス モデ ル を 左右 する 重要 課題 と な かっ て いる 。 ま た 、 シ ステ ム の 
クラ ウド 化 を は じ め 新 た な IT の 技術 や サー ビス が フィ ン テ ッ ク 企 業 で 広く 用 いら れ て お り 、 
金融 機関 に お いて も 、 セキ ュ リ ティ 面 だ け で な く 、 こ れ ら を 活用 し な いこ と の 機会 損失 も 踏 
まえ て 、 そ の 採否 を 考え る こと が 求め られ て いる 。 この よう に 、 金 融 機関 に お いて は 、 経 
営 戦略 を IT の 戦略 と 一 体 的 に 考え て いく こと の 必要 性 が 増し て いる 。 
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こう し た 観点 か ら 、 経 営 者 が リー ダー シッ プ を 発揮 し 、IT と 経営 戦略 を 連携 させ 、 企 業 
価値 の 創出 を 実現 する た め の 仕 組み で ある 「IT ガバ ナン ス 」 が 適切 に 機能 する こと が 人 金 
融 機関 に と っ て 重要 で ある と 考え られ る 。 

そこ で 、 金融 業界 ・ 非 金融 業界 に お ける プラ クティ ス そ の 他 の IT ガバ ナン ス の 知見 の 
集積 を 進め る と と も に 、IT ガバ ナン ス に 関す る 金融 機関 と の 対話 を 通じ て 、 よ り 良い IT ガ 
バナ ンス の あり 方 に つい て 検討 を 進め て いく 。 


(4) サイ バー セキ ュ リ ティ 


今 、 サ イ バ ー 攻 撃 が 高度 化 ・ 大 規模 化し て いる 中 、 サ イ バ ー セ キュ リティ の リス ク は 

一 層 高 まっ て お り 、 サイ バー セキ ュ リ ティ の 確保 は 、 金 融 ン レス テム 全体 の 安定 の た め 喫 
緊 の 課題 で ある 。 

こう し た 認識 の 下 、 引 き 続 き 、「 金 融 分 野 に お ける サイ バー セキ ュ リ ティ 強化 に 向け た 

取組 方 針 」?(2015 年 7 月 ) に 沿っ た 取組 み を 推進 し て いく 。 その 際 、 金融 シス テム 全体 の 

安定 性 を 更に 強化 する 観点 か ら は 、 そ の 一 角 を 担う 中 小金 融 機 関 の 対応 に 遅れ が ちな 

面 も ある こと か ら 、 特 に 中 小金 融 機 関 の サ イ バ ー セ キュ リティ 対策 の 底上げ が 課題 と な っ 


て いる 。 こ の た め 、 以 下 の 取 組み を 進め て いく 。 
サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 の 実態 把握 に つい て 、 中 小金 融 機関 を 中 心 に 継続 し て 実 
施す る と と も に 、 協 同 組織 中 央 機関 ・ 共 同 セン ター 等 と の 対話 を 実施 


2017 年 10 月 、 中 小金 融 機関 の 参加 を 拡充 し て 実施 し た 「 金 融 業 界 横断 的 な サイ バ 
ー セ キュ リティ 演習 (Delta Wall II) 」 に つい て 、 業 界 全体 に 対し て も 演習 結果 を フィ ー 


ド バ ッ ク し 、 イ 
大 規模 な 金融 


ン シ デ ント 対応 能力 の 向上 を 促進 
機関 に つい て は 、 そ の サイ バー セキ ュ リ ティ 対応 能力 を も う 一 段 引 き 上 


げ る た め 、 よ り 高 度 な 評価 手法 “の 活用 を 促す 。 また 、 金 融 機関 に 対し 金融 ISAC"* 等 を 通 
じ た 情 報 共有 の 一 層 の 推進 を 促す 。 

加え て 、「G7 サ イ バ ー エ キス パー トグル ー プ 」 "を は じ め 、 様 々 な 国際 会 議 で サイ バー セ 
キュ リティ の 議論 


が 行わ れ て お り 、 各 国 当局 と と も に 具体 的 な 方 針 の 策定 に 貢献 し て いく 。 





“ 同 方 針 で は 、(1 ) 








金融 機関 同士 の 情報 








融 分 野 の サイ バー セキ ュ リ ティ 強化 に 向け た 人 材 育 成 、(Y) 金融 庁 と し て の 態勢 構築 、 の 5 项 
を 村 
^ 例え ば 、 金 融 機関 (外部 ベン ダー 等 の 利用 を 含む ) に よる 各 威 ベー ス の ペ ネ ト レー ショ ン テ ス 


EE どじ で て いる sg。 

















サイ バー セキ ュ リ ティ に 係る 金融 機関 と の 建設 的 な 対話 と 一 斉 把握 、() 
共有 の 枠組 み の 実 効 性 向上 、( 策 ) 業界 横断 的 演習 の 継続 的 な 実施 、(iv) 金 
















































































ト (テス ト 対 象 企業 ご と に 償 威 の 分 析 を 行い 、 個 別に カス タマ イズ し た シナ リオ に 基づく 実践 的 
な 侵入 テス ト )。 
5 我が国 の 金融 機関 に よる サイ バー セキ ュ リ ティ に 関す る 情報 の 共有 及び 分 析 を 行い 、 金 融 シ ス 
テム の 安全 性 の 向上 
と し て 設立 (2014 有朋 
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を 推進 する こと に より 、 利 用 者 の 安心 ・ 安 全 を 継続 的 に 確保 する こと を 目的 

















7 各国 の 財務 省 























E8 月 ) され た 一 般 社団 法人 (Information Sharing and Analysis Center)。 
・ 金 融 監督 当局 ・ 中 央 銀行 で 構成 され て いる 。 
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(5) 情報 セキ ュ リ ティ と シス テム の 安定 稼働 


情報 資産 を 社内 外 の 友 威 か ら 適切 に 保護 する た め の 情 報 セ キュ リティ 管理 で は 、 ク ラ 
ウド サー ビス を は じ め と する 新た な IT の 技術 や サー ビス の 登場 へ の 的 確 な 対応 が 求め ら 
れ て お り 、 当局 と し て も 、 モ ニタ リン グ の あり 方 に 改善 する 余地 が な いか 点検 を 行う 。 

また 、 シ ステ ム の 安定 稼働 に 対す る モニ タリ ング に つい て も 、IT の 技術 の 進展 等 を 踏 
まえ て 見 直す べき 点 が あれ ば 改善 を 進め る 。 


(6) 仮想 通貨 


仮想 通貨 は 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン 技術 な ど 従 来 見 られ な か っ た IT 関連 技術 が 活用 され て 
お り 、 仮 想 通貨 交換 業者 に お いて は 、 利用 者 保護 等 を 図る 上 で 、 シ ステ ム 面 を 中 心 に 高 
度 な 業務 管理 が 求め られ て いる 。 また 、2017 年 初 以来 の 仮想 通貨 価格 の 乱高下 や 仮想 
通貨 の 分 岐 な ど 、 仮 想 通貨 市 場 で は 様々 な 動き が 見 られ て お り 、 仮 想 通貨 を 取り 巻く 環 

境 が 利用 者 に 与え る 影響 等 を 把握 する こと が 重要 で ある 。 

0 イノ ベー ショ ン 促進 と 利用 者 保護 等 の バラ ンス に 留意 し つつ 、 仮 

貨 市 場 の 動向 等 を 注視 する と と も に 、 仮 想 通貨 交換 業者 に お いて 適切 な 業務 運営 
ee タリ ング し て いく 必要 が ある 。 

具体 的 に は 、 仮 想 通貨 交換 業者 に お いて 、 仮 想 通貨 を 取り 巻く 環境 の 変化 に 応じ て 利 
用 者 に 対す る 適切 な 説明 ・ 情 報 提供 な ど 、 利 用 者 保護 を 図る た め の 熊 勢 が 整備 され て い 
る か 検証 する 。 

また 、 安 全 か つ 安 定 的 な シス テム 運営 や 不正 防止 を 通じ た 利用 者 か ら の 信頼 性 確保 
の 観点 か ら 、 適 切な リス ク 把 握 に 基づい た シス テム リス ク 管 理 態勢 が 整備 され て いる か 、 
マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング な どの 不正 行為 を 防止 する た め の 実 効 的 な 対策 を 検討 ・ 実 施し て 
いる か 検証 する 。 


この ほか 、 最 近 で は 、 仮 想 通貨 を 利用 し た 資金 調達 で ある ICO(Initial Coin i が 
増加 し て いる と ころ 、ICO で 発行 され る 一 定 の トー クン は 資金 決済 法 上 の 仮想 通貨 な ど に 
該当 する と 考え られ 、 そ の 実態 を 十分 に 把握 し て いく 。 また 、 詐欺 的 な ICO に i 関 
係 省庁 と 連携 し て 対応 し て いく と と も に 、 業 界 に よる 自主 的 な 対応 の 促進 や 利用 者 及び 事 
業者 に 対す る ICO の リス ク に 係る 注意 喚起 等 を 通じ て 、 利 用 者 保護 を 図っ て いく 。 
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VI. 顧客 の 信頼 ・ 安 心 感 の 確保 
(1) 新た な コン プラ イア ンス 分 野 へ の 対応 


金融 機関 に お いて は 、 最 低 基準 で ある 法令 等 を 厳格 に 遵守 する こと は 引き 続き 不可 
欠 で ある 。 さ ら に 、 利 用 者 の 保護 ・ 利 便 や 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 の 確保 に 積極 的 に 寄与 
する こと が 重要 で あり 、 こ れ は 人 金融 機関 自身 の 企業 価値 や レビ ュ テ ーション の 維持 ・ 向 上 
に も 資す る も の と いえ る 。 国際 的 に も 、 世界 金融 危機 以降 、 企 業 文化 や ガバ ナン ス に 遡 
っ て 問題 事象 の 根本 原因 を 検証 し 、 ま た 、 経 済 環境 等 の 変化 を 踏ま え フ ォ ワ ー ド ルッ キン 
グ に リス ク を 把握 する な ど コ ンプ ライ アン ス を リス ク 管 理 の 一 環 と し て 捉え 、 そ の 高度 化 に 
向け た 議論 が 活発 に 行わ れ て いる と ころ で ある 。 

そこ で 、 当局 と し て は 、 人 金融 機関 の 目指 すべ き コ ンプ ライ アン スリ スク 管理 態勢 の 方 向 
性 と 課題 に 関し 、 金 融 機関 や 関係 者 と の 間 で 意見 交換 を 実施 する と と も に 、 現在 の 取組 
状況 や グッ ド プ ラク ティ ス に つい て 情報 収集 を 行い 、 金 融 機関 の 自主 的 な 努力 を 促し て い 
く こ と を 含め 、 当局 の 行政 手法 の あり 方 を 検討 し て いく 。 


多様 化す る 顧客 ニー ズ や 収益 環境 の 悪化 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 進展 等 、 金融 機関 を 取り 
巻く 経営 環境 の 変化 に 伴い 、 資 産 運 用 や 決済 な ど 金 融 機関 の コア 業務 に お いて も AI や 
ブロ ッ ク チ ェ ー ン な ど フ ィ ン テ ッ ク を 活用 する 動き が 加速 し て いる 。 こ の よう な 状況 の 下 で 、 
これ ら の 知見 や 技術 を 有する 企業 と 金融 機関 の 連携 ・ 協 働 が ます ます 進む こと が 想定 さ 
れ 、 従 来 の バッ クオ フィ ス 業 務 の 外部 委託 と は 異な る 新た な 管理 態勢 ・ 手 法 が 求め られ 
て いる 。 この よう な 新た な 動き に 応じ た リス ク 管 理 態勢 (例え ば 、 外 部 の 連携 ・ 協 働 先 の 
選定 ・ 管 理 の 考え 方 等 ) の 変化 の 実態 を 、 利 用 者 保護 等 の バラ ンス も 含め 把握 し て いく 。 


(2) 銀行 カー ドロ ー ン 





銀行 カー ドロ ー ン に つい て は 、 多重 債務 の 発生 防止 の 趣旨 や 利用 者 保護 等 の 観点 を 
踏ま えた 適切 な 業務 運営 を 行っ て いる か 、 詳 細 な 実態 把握 を 進め る と と も に 、 融 資 審査 
の 厳格 化 を 徹底 し 、 業 務 運 営 の 適正 化 を スピ ー ド 感 を 持っ て 推進 し て いく 。 

その た め 、 現 在 、 銀 行 カ ー ド ロー ン 業 務 に 係る 検査 を 実施 し て お り 、 検査 に お いて は 、 
銀行 等 が どの よう な 経営 理念 ・ 哲 学 の 下 で カー ドロ ー ン 業務 に 取り 組ん で きた の か を 確 
認 し た 上 で 、 過剰 な 貸付 け を 防止 する た め の 融 資 審 査 態勢 が 構築 され て いる か 、 保 証 会 
社 の 審査 に 過度 に 依存 し て いな いか 等 の 点 に 着眼 し て いく 。 

検査 を 通じ て 把握 し た 課題 や 改善 人 策 に つい て は 、 各 行 の 具体 的 な 取組 状況 を 継続 的 
に 確認 し て いく ほか 、 業 界 全体 の 水準 の 引上げ に 向け た 取組 み に つ な げ る 。 

また 、 銀 行 が 顧客 の 借入 状況 を 把握 する た め の 信 用 情報 機関 の 情報 の あり 方 な ど 、 
検討 が 必要 な 論点 に つい て は 、 関 係 者 と の 対話 を 行っ て いく 。 


34 


(3) 多重 債務 問題 へ の 取組 み 


多重 債務 発生 予防 の た め の 金 融 経済 教育 等 の 推進 や 、 多 重 債務 問題 懇談 会 等 を 通 
じ た 貸し 手 ・ 借 り 手 の 状況 の フォ ロー アッ プ を 引き 続き 行う と と も に 、 ギ ャ ン ブ ル 等 依存 症 
対策 が 多重 債務 対策 に も つなが る よう 、「 ギ ャ ン ブ ル 等 依存 症 対 策 の 強化 に つい て 」 
(2017 年 8 月 ギャ ン ブ ル 等 依存 症 対策 推進 関係 閣僚 会 議決 定 ) に 則 し 、 多重 債務 相談 窓 
口 と 精神 衛生 福祉 セン ター 等 の 専門 機関 と の 連携 体制 の 構築 等 を 図る 。 


(4) 少額 短期 保険 業者 の 経過 措置 に つい て 





少額 短期 保険 業者 "に つい て 、 保 険 金額 の 引受 け の 上 限 金額 に 関す る 経過 措置 “の 
期限 が 、2018 年 3 月 31 日 に 到来 する 。 

当該 経過 措置 の 取扱 い に つ いて 、「 少 額 短期 保険 業者 の 経過 措置 に 関す る 有識者 会 
議 」 に お ける 検討 結果 等 を 踏ま え 、 対応 を 行う 。 


(5) 障がい 者 や 高齢 者 の 利便 性 向上 


障がい 者 や 高齢 者 が 、 金 融 機関 の 窓口 や ATM を 通じ て 、 安 全 で 利便 性 の 高い 金融 
サー ビス を 利用 で きる よう に する た め の 施 設 ・ 熊 勢 の 整備 、 現場 レベ ル へ の 浸透 の 徹底 
を 強く 促し て いく 。 また 、 障がい を 理由 と する 差別 の 解消 の 推進 の た め 、 金 融 機関 等 に 対 
し 、2016 年 4 月 の 「 障 害 を 理由 と する 差別 の 解消 の 推進 に 関す る 法律 」 の 施行 を 踏ま え 
た 適切 な 対応 を 促し て いく 。 


(6) 金融 ADR 制度 の 運用 


金融 トラ ブル 連絡 調整 協議 会 に お ける 取組 み を 進め て 関係 諸 機関 の 連携 を 図る と と も 
に 、 以 下 の 着 眼 点 で 指定 紛争 解決 機関 の 業務 ・ 運 営 態 勢 を 検証 する 。 な お 、 基 本 的 に 、 
個別 事案 の 結果 の 適合 を 評価 する も の で は な いこ と に 留意 する 。 

職員 の 監督 体制 、 紛 争 解決 委員 の 選任 ・ 排 除 方 法 、 利 用 者 等 に 関す る 情報 管理 の 
態勢 等 
利用 者 か ら の 相談 等 に 対す る 対応 と 説明 、 苦 情 処 理 手続 の 促進 の た め の 態 勢 、 和 





7 2005 年 の 保険 業法 改正 に より 少額 短期 保険 制度 が 創設 され た 。 少 額 短期 保険 業者 は 、 登 録 制 の 
下 で 、 保 険 金 額 1000 万 円 以下 、 保 険 期 間 2 年 以内 の 保険 商品 の み を 取り 扱う こと が で きる 。 
18 2006 年 4 月 1 日 時 点 で 事業 を 行っ て いた 者 に つい て 、 激変 綴 和 の た め 引 受け の 上 限 金 額 に 経過 
音 置 が 規定 され て いる 。 
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解 に 向け た 紛争 解決 手続 の 進行 等 
業務 の 改善 等 に 向け た 紛争 解決 等 業務 の 検証 ・ 評 価 、 金 融 機 関 へ の フィ ー ド バッ ク 
の 取組 み 


(7) イン ター ネッ ト 等 を 利用 し た 非 対 面 取 引 の 安全 対策 ・ 不 正 送金 へ の 対応 


イン ター ネッ ト 等 を 利用 し た 非 対 面 取 引 に つい て 、 顧 客 の ID や パス ワー ド の 詐取 に よ 
り 顧 客 本 人 に な りす まし 、 顧 客 本 人 が 意図 し な い 取 引 を 行う と いっ た 不正 な 取引 が 認め 
られ る 等 、 犯 罪 手口 が ます ます 巧妙 化 ・ 多 様 化し て いる 。 引き 続き 、 イ ンタ ーネット 等 を 利 
用 し た 非 対 面 取 引 に よる 利便 性 の 向上 に 配慮 し つつ 、 こ うし た 不正 取引 の 防止 に 向け た 
対策 の 実施 、 態 勢 の 整備 を 行う よう 促し て いく 。 


(8) 振り 込め 詐欺 等 へ の 対応 


振り 込め 詐欺 の 手口 が 年 々 巧妙 化し 、 既 存 の 未然 防止 策 で は 対応 で き な い 事 案 が あ 
る こと を 踏ま え 、 各 金融 機関 が 継続 的 に 振り 込め 詐欺 等 の 犯罪 の 撲滅 に 向け た 対策 の 
見 直し や 実施 に 努め る よう 、 促し て いく 。 

また 、 被害 の 迅速 な 回 復 の た め 、 引 き 続き 、「 振 り 込 め 詐欺 救済 法 」 に 沿っ た 、 被害 者 
救済 対応 を 的 確 に 行っ て いる か 確認 する 。 

各 金 融 機 関 に お いて は 、 社 会 的 責任 を 果たす 観点 か ら 、 関 係 当 局 と も 連携 し 、 顧 客 の 
口座 開設 目的 や 口座 の 利用 状況 等 を 含む 様々 な 要素 を 配 し 、 銀 行 口 座 が 適切 に 利 
用 され る よう 、 必 要 な 対応 を 行っ て いる か 注視 し て いく 。 


(9) 海外 発行 カー ド 対応 ATM に 関す る 取組 み 





「 未 来 投 資 戦略 2017」(2017 年 6 月 9 日 章 議 決定 ) に お いて 、「3 メ ガバ ンク の 海外 発行 
カー ド 対 応 ATM を 2020 年 まで に 全 ATM 設置 拠点 の 約 半数 で 整備 ( 計 約 3.000 台 ) す 
る こと を 目指 し 、3 メ ガバ ンク に 対し 、2018 年 中 に その 大 半 を 設置 する よう 着実 な 取組 を 
促す 」 と され て いる こと を 踏ま え 、 引 き 続き 、 着 実 な 取組 み を 促す と と も に 、 海 外 発行 カー 
ド 対応 ATM の 整備 状況 を フォ ロー アッ プ す る 。 併せ て 、 海 外 発行 カー ド を 使っ た 不正 利 
用 を 防止 する た め の 実 効 的 な 対策 が 講じ られ て いる か に つい て 検証 する 。 
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(10) 金融 犯罪 ・ 無 登録 業者 へ の 対応 


投資 商品 に 係る 悪質 ・ 詐 欺 的 な 勧誘 事案 に 対し て は 、 警 察 当 局 や 消費 者 店 等 と 情報 を 
共有 する 等 連携 し て 対応 する 。 ま た 、 無 登録 業者 に 対し て は 、 速 や か に 警告 書 を 発出 する 
と と も に その 旨 を 公表 し 、 投資 者 に 対し て 注意 喚起 を 行う ほか 、 海 外 の 無 登 録 業 者 に つい 
て は 必要 に 応じ て 海外 当局 へ の 情報 提供 等 の 対応 を 行う 。 さ ら に 、 関係 業界 団体 や 金融 
商品 取引 業者 等 に 対し 、 金融 取 引 に 関連 する 犯罪 防止 等 に 向け た 取組 み を 促し て いく 。 
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VI. その 他 の 重点 施策 
(1) 岩 災 等 自然 災害 へ の 対応 


東日本 大 震 災 へ の 対応 に つい て は 、 被 災 地 の 経済 全体 の 再生 を 進め て いく 観点 か ら 、 
引き 続き 、 金融 機関 に 対し 、 被 災 地 域 の 本 格 的 な 復興 や 被災 者 の 生活 ・ 事 業 再建 に 向け 
た 適切 な 金融 面 で の 支援 及び 復興 金融 ネッ トワ ー ク の 活用 を 促す と と も に 、 創業 ・ 起 業 や 
転 廃業 を 含む 被災 地 の 多 様 な ニー ズ へ の 最適 な 解決 策 の 提案 ・ 実 行 支援 を 促し て いく 。 
さら に 、 東 日 本 大 岩 災 事業 者 再生 支援 機構 等 及び 個人 版 私 的 整理 ガイ ドラ イン の 活用 を 
促す ほか 、 金 融 機 能 強 化 法 ( 震 災 特例 ?) を 活用 し て いる 金融 機関 が 被災 者 の 事業 や 生 
活 の 再建 、 被 災 地 域 の 経済 の 活性 化 に 継続 的 に 貢献 し て いく よう 、「 経 営 強化 計画 」 の 履 
行状 況 の フォ ロー アッ プ を 行う 。 

また 、 平 成 28 年 熊本 地震 へ の 対応 に つい て は 、 引 き 続 き 、 被 災 地 の 復興 を 進め て いく 
観点 か ら 、 金 融 機関 が 被災 地 に お ける 取引 先 企業 の ニー ズ を 的 確 に 把握 し 、 き め 細 か な 
対応 を 行う よう 促し て いく と と も に 、 住 宅 ロ ー ン 等 の 債務 を 抱え た 被災 者 の 支援 に 向け た 
「 自 然 災 害 に よる 被災 者 の 債務 整理 に 関す る ガイ ドラ イン 」(2016 年 4 月 適用 開始 ) の 周知 
及び 運用 支援 や 、REVIC と 地域 金融 機関 等 が 連携 し て 設立 し た ファ ンド の 活用 の 促進 を 
通じ て 、 被 災 者 の 生活 ・ 事 業 の 再建 を 支援 し て いく 。 

今後 と も 、 自然 災害 等 が 発生 し た 場合 に お いて は 、 被 災 地 に お ける 災害 の 実情 等 を 踏 

まえ 、 関 係 機関 と 緊密 な 連絡 を 取り つつ 、 関 係 金 融 機関 等 に 対し 「 金 融 上 の 措置 」 に 関す 
る 要請 を 行う な ど 的 確 な 措置 を 迅速 に 講ず る と と も に 、 金融 機関 に 対し て は 、 被 災 者 の ニ 
ー ズ を 的 確 に 把握 し 、 き め 細 か な 対応 を 行う よう 促し て いく 。 


(2) 東京 国際 金融 セン ター 構想 の 推進 





「 未 来 投 資 戦略 2017」 で は 、 金 融 面 に お いて 、 東 京 が 魅力 ある ビジ ネス の 場 と し て 認知 
され 、 世 界 中 か ら 人 材 、 情 報 、 資 金 の 集まる 拠点 と し て 発展 し て いく こと が 重要 で ある と の 
方 針 が 示さ れ て いる 。 金融 庁 に お いて は 、 日 本 の アセ ッ ト オ ー ナ ー か ら の 運用 受託 が 見 込 
まれ る な ど 、 日 本 拠点 開設 の 具体 的 な 意向 が あり 、 進 出 の 蓋然性 が 高い 海外 資産 運用 業 
者 等 に つい て 、 金 融 業 の 登録 申請 等 を スム ー ズ に 進め る 「 フ ァ ス ト エ ント リー」 を 実現 する 
た め 、 金 融 業 の 拠点 開設 サポ ー ト デス ク (2017 年 4 月 開設 ) に お いて 、 海 外 金 融 事 業者 の 
日 本 拠点 の 開設 を 促進 し て いく 。 その 際 、 東 京都 が 開設 し た 金融 法令 以外 の 手続 に 関す 
る 相談 窓口 と も 相互 に 連携 し 、 一 体 的 に 取組 み を 進め る な ど 、 引 き 続 き 、 東 京都 と 連携 し 
つつ 、 グ ロー バル な 人 金融 機関 の 集積 に よる 市 場 活性 化 を 促進 し て いく 。 














9 2017 年 3 月 末 を も っ て 申請 期限 到来 。 
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(3) 金融 指標 の 信頼 性 ・ 透 明 性 の 維持 ・ 向 上 





金融 指標 を 巡る 不正 操作 事件 等 を 受け 、2014 年 、 金 融 安 定理 事 会 (FSB) より 、 既存 金 
利 指標 の 改革 (IBOR 改革 ) を 進め る と と も に 、 リ スク フリ ー レ ー ト (RFR) の 特定 ・ 活 用 を 並 
行 的 に 推進 する 「 マ ル チ プ ル ・ レ ー ト ・ ア プロ ー チ 」 が 提言 され た 。 

これ を 受け 、TIBOR? に つい て は 、 全 銀 協 TIBOR 運営 機関 が 設立 され 、 で きる 限り 実 取 
引 に 準拠 し た レー ト の 算出 を 行う 改革 を 2017 年 7 月 に 実施 し た と ころ で あり 、 今 後 、 当 改 
革 内 容 が 定着 し 、TIBOR の 信頼 性 ・ 透 明 性 が 維持 ・ 向 上 され る よう 、 同 機関 に よる 指標 算 
出 業 務 が 適正 に 実施 され て いる か 、 引 き 続 き 注視 し て いく 。 

一 方 、RFR に つい て は 、2016 年 12 月 、「RFR 勉強 会 」( 事 務 局 ・ 日 本 銀行 ) が 、 無 担保 コ 
ー ル オー バー ナイ ト 物 レー ト を 円 の RFR と し て 特定 し た 。 海外 に お いて も 、LIBOR“ を 2021 
年 末 ま で 維持 し つつ 、 そ れ 以 降 は RFR へ の 移行 を 促進 する 動き が 見 られ る 。 

こう し た 内 外 の 動き を 踏ま え 、 日 本 銀行 及び 市 場 関係 者 と 緊密 に 連携 し 、 本 邦 市 場 に 
お ける 取引 慣行 ・ 目 的 に 照ら し た 適切 な 円 金利 指標 の 選択 が 可能 と な る よう 、 環境 整備 
に 努め て いく 。 


(4) 外国 為替 取引 に お ける 決済 リス ク 削 減 
2017 年 8 月 に 公表 し た 、「 外 為 決済 リス ク に 係る ラウ ンド テー ブル 中 間 報 告 書 」 を フォ ロ 


ー ア ッ プ し 、 引 き 続 き 、 外 国 為替 取引 に お ける 決済 リス ク 削 減 の た め に 、 同 時 決済 の 促進 
に 努め る 。 


(5) 業務 の 継続 態勢 の 整備 





金融 機関 が 、 主 要 な リス ク を 十分 想定 し た 業務 継続 態勢 を 整備 し て いる か 、 業 務 継 続 
計画 の 適時 の 見 直し を 実施 し て いる か に つい て 、 引 き 続 き 検 証する 。 


























20 Tokyo Interbank Offered Rate。 東京 銀行 間 取 引 市 場 に お ける 指標 金利 。 
2 London Tnterbank Offered Rate。 ロ ンド ン 銀 行間 取引 市 場 に お ける 指標 金利 。 
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